
~ 

ピ`

、9
./‘ 

4

[

 

コ

っ．．
 2

`
 

”
e
 :．↓ y

 

公

N

ノ

rノ

●9ャ・ .. ↓ "°'• -, ' 、

,,. 

.,: 兄_.,.. _.,/ 
• 一令、・ベ娑三

／合多(?・ .. ., 
ゃ~-- ..,、.! -・·/り’其 •,.J/ .,,.. . -•., ··1··'• 

.,,. ,.,.?_--:,, ヽ ••
... 

.. -~』/ .,,~ 
,. -~~:-,:i-.J. 丸約_,.. ・・・ バ '•'t-t、

ヽ'
. "'.l~ ↓ •.• -~.、

.ヽ. .. . ．ゞi,• .. ~. 

;I―_._ .'·f ヽ~-翠
ヽ~-" 'ざ各..,.,,:..- l J , ' - ≫ ' しゞ

>it -・ 

ヽ

ヽ
4
 

, ・-,. .. 

h、

・昌

角

｀ 

ん
ど

4-

「
歴
史
の
道
」

L-

●

’tで

4

、

がヽ
f

~ 

ゃャ:="""<
J}'1: 心t

街
~ 

<e. 
_..._ 

岩

岩

手

県

調

査

報

告

・し
ff
ミ

ぷ
点
t•• 

i. 

ヽヽ
り及"--•
こ
みi

.
i
 テ―

r
 

心カト

、:
，ヽ

ふ浴苓：，．
,t, 

和

五

岩
手
県
文
化
財
調
査

年

報
告
書
第
四
十
六
集

昭
．

十

五

た

一

↑ ,． 

月

、
T

$．ヽ
A

．．．
 〖ヽ

¥
•
’

ぃヽ
x

4
1鴫

-."'. 

県

教

育

委

員

会

-~. 
-~~ 

.i• 
-:,._~· .. ． 

•, .. 
冒．，—-,.,.! 
．：、・ヽ・ぶ． ． 
:；・;¥ 

,.. 

亀
~
，

｀
 

＂良
・ベ

’
 
/','. 
I
 

． 
.,.,' 

.S 

.,. ~y·· 

ゞ`.1・とを．
ヽ r
‘‘‘ ヽ・，， 

亥‘芝•・~j破；•-又、土嘉



鹿

昭

和

五

十

五

年

―

―

―

月

岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
十
六
集

角

街

岩

手

県

教

育

委

員

会

道

岩
手
県
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告



ま
す
。 道

・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
古
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
巾
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
著
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
が
変
遷
す
る
な
か
で
、

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
・
番
所
跡
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遺
跡
も
急
激
に
失
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
軍
視
し
、

昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
盛
岡
城
下
の
夕
顔
瀬
橋
を
渡
っ
て
橋
の
西
詰
を
起
点
と
し
て
北
上
し
、
寺
田
、

角
街
道
」
の
岩
手
県
分
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
委
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
惑
謝
申
し
上
げ

昭
和
五
十
五
年
三
月

序

教

育

長

新

里

盈

か
つ
て
は
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か
わ

田
山
を
通
っ
て
鹿
角
（
花
輪
）
に
い
た
る
「
鹿

そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

岩

手

県

教

育

委

員

会

3
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補

助

員

高

橋

哲

郎

八

幡

秀

男

安

代

町

文

化

財

調

査

員

田

村

忠

荘

西

根

町

文

化

財

調

査

員

福

田

武

雄

滝

沢

村

文

化

財

調

査

員

菊

池

常

雄

滝

沢

村

文

化

財

調

査

員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

専

門

調

査

員

細

井

計

岩
手
大
学
教
授

主
任
専
門
調
査
員

草

間

俊

、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（二） 日
ィ ア

―
-
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

収
集
し
た
も
の

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

調
査
し
た
事
項

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

地
区
調
査
員
（
盛
岡
市
）

地
区
調
査
員
（
滝
沢
村
）

地
区
調
査
員
（
西
根
町
）

地
区
調
査
員
（
安
代
町
）

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
文
部
技
官

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
専
門
調
査
員
吉
田
義
昭
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
鹿
角
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

口

5
 



街
道
に
沿
っ
た
公
開
施
設
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

街

道

の

現

街

道

の

街

道

の

里

街

道

の

例 序

言

四

、

安

代

概

二

、

西

根

二

、

滝

沢

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
寸木り

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

り
・
；

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

25 22 20 19 

一
、
盛
岡

16 

里

要
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ェョ：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

~
 伝

勿

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

明
治
＝
―
-
年
設
置
の
一
里
塚
・
里
数
改
…
•
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…

H
:
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第

13
図
版

第

12
図
版

第

11
図
版

第

10
図
版

第

9
図
版

第

8
図
版

第

7
図
版

第

6
図
版

第

5
図
版

第

4
図
版

第

3
図
版

第

2
図
版

第

1
図
版

け
小
屋
跡
付
近
、
同
塞
の
神
租
石
群
（
西
根
町
）

鹿
角
街
道
寺
田
駅
跡
付
近
、
駄
賃
銭
請
取
証
文
、
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
、
木
造
地

念
仏
供
餐
塔
、
白
坂
観
音
堂
跡
、
経
塚
所
在
地
、
寺
田
蒼
前
神
社
、
新
田
一
里

塚
跡
、
白
坂
薬
師
堂
山
を
望
む
、
白
坂
観
音
堂
跡
（
西
根
町
）

鹿
角
街
道
七
時
雨
山
道

留
の
沢
一
里
塚
、
道
標
、
鹿
角
街
道
七
時
雨
山
道
、

鹿
角
街
道
七
時
雨
山
道
、
七
時
雨
一
里
塚
、
追
分
碑
、
荒
屋
新
町
付
近
の
ニ
ョ

蔵
菩
薩
像
（
県
指
定
文
化
財
・
西
根
町
）

根
町
）

分 鹿
角
街
道
図
（
南
部
領
惣
絵
図
部
分
・
正
保
四
年
）
、
同
上
七
時
雨
山
付
近
部

盛
岡
城
下
鳥
諏
図
、
夕
顔
瀬
惣
門
跡
・
巌
鷲
山
御
献
燈
、
伝
馬
継
立
証
文
（
慶

応
二
年
）

四
ツ
家
御
門
・
舛
形
跡
付
近
、
夕
顔
瀕
橋
古
写
真
、
奥
州
之
内
岩
手
郡
栗
谷
川

古
城
図
（
寛
文
八
年
）

鹿
角
街
道
図
（
盛
岡
領
内
絵
図
部
分
・
江
戸
後
期
）
、
岩
手
県
管
内
図
鹿
角
街

道
部
分
（
明
治
十
年
）

鹿
角
街
道
起
点
付
近
図
、
塚
ノ
根
一
里
塚
、
菊
塚
一
里
塚
、

標
、
鹿
角
街
道
巣
子
付
近
（
滝
沢
村
）

岩
鷲
山
供
養
道

道
標
、
供
養
塔
、
供
養
碑
群
、
供
養
塔
道
標
（
西
根
町
）

鹿
角
街
道
田
頭
駅
所
跡
付
近
、
田
頭
城
跡
、
田
頭
付
近
の
鹿
角
街
道
、
道
祖
神

塔
、
大
更
萩
折
付
近
の
鹿
角
街
道
（
西
根
町
）

山
崎
一
里
塚
、
供
養
塔
群
、
上
関
大
宮
神
社
、
堀
切
城
跡
、
白
坂
観
音
堂
（
西

図

版

目

次

マ
ダ
林
坂
道
付
近
、
同
助

第

19
図
版
安
代
町
民
族
文
化
資
料
館
、
建
物
、
収
蔵
資
料
（
安
代
町
）

曲
田
部
落
、
曲
田
一
里
塚
（
安
代
町
）

第

18
図
版
荒
屋
一
里
塚
、
鹿
角
街
道
曲
田
付
近
、
曲
田
か
ら
の
福
岡
鹿
角
道
、
鹿
角
街
道

（
安
代
町
）

第

17
図
版

第

16
図
版

町）

第

14
図
版

第

15
図
版

（
安
代
町
）

鹿
角
街
道
道
程
図
1
1
3
、
漆
戸
茂
樹
著
（
安
代
町
）

「
花
輪
通
」
通
行
筋
絵
図
面
、

鹿
角
街
道
筋
福
岡
通
・
花
輪
通
図
部
分
（
安
代

梨
木
峠
遠
望
、
苗
代
沢
一
里
塚
、
宝
簑
印
塔
、
鹿
角
街
道
田
山
駅
所
跡
付
近
、

庚
申
塔
（
明
和
二
年
）
、
地
蔵
寺
境
内
供
養
碑
（
延
文
二
年
・
安
代
町
）

田
山
館
遠
望
、
折
壁
御
番
所
跡
付
近
、
子
安
神
社
、
蒼
前
社
、
兄
畑
山
の
神
社

7
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第

3
表

19 

第

2
表

18 

第
1
表

18 

第
18
図

17 

第

17
図

17 

第
16
図

17 

第
15
図

16 

第
14
図

16 

第
13
図

七

時

雨

16 

第

12
図

15 

第

11
図

15 

第
10
図

15 

第
9
図

第

8
図

第

7
図

第

6
図

第

5
図

第

4
図

第

3
図

第

2
図

第

1
図

挿

図

・

表

目

録

盛
岡
城
下
起
点
の
領
内
諸
往
還
（
安
政
年
間
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•

盛
岡
城
下
秋
田
·
鹿
角
街
道
の
往
還
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

鹿
角
街
道
の
里
程
（
正
保
四
年
書
上
）
：
・
：
・
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…

鹿
角
往
来
里
程
「
御
城
下
ョ
リ
在
々
行
程
早
見
」
部
分
：
…
…
…
…
・

鹿
角
街
道
の
駄
賃
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
-
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

鹿
角
街
道
里
数
改
書
上
（
明
治
一
云
一
年
）
：
・
：
・
…
・
・
・
:
・
:
・
:
............ .
 

鹿
角
街
道
新
一
里
塚
設
置
場
所
書
上
（
明
治
一
云
一
年
）
：
・
：
・
…
…
・
:
・
:

鹿
角
街
道
夕
顔
瀬
橋
付
近
図
：
·
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

厨
川
茨
島
野
御
調
練
場
・
御
台
場
：
·
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

田
頭
•
平
笠
道
分
岐
点
に
あ
る
道
標
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

大
更
御
新
田
付
近
絵
図
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

東
慈
寺
の
天
明
一
―
-
•
四
年
餓
死
供
養
塔
：
·
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

l
:
・
:
・
:
・
:
・
-..•..•..••.•..••.• 

-
:
・
…
…
…
・
:
・
:
・
:
・
:
・
 

留
の
沢
一
里
塚
付
近
：
・
・
:
・
…
…
........................................ .
 

鹿
角
街
道
七
時
雨
山
へ
の
道
…
…
…
…
…
…
…
…
·
:
·
:
·
…
…
…
…
•
•

鹿
角
街
道
荒
屋
宿
付
近
絵
図
：
·
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

廃
道
と
な
っ
た
曲
田
の
鹿
角
街
道
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
-
.

鹿
角
街
道
の
一
里
塚
位
置
：
：
・
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
・
:
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

盛
岡
庁
下
道
筋
里
程
一
覧
：
·
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

鹿
角
街
道
の
里
程
と
駄
賃
一
覧
：
·
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

鹿
角
街
道
筋
一
里
塚
一
覧
（
岩
手
県
分
）
…
…
…
·
：
·
…
…
…
…
…
•
•

鹿
角
街
道
地
図

14 14 13 13 12 12 12 11 11 
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て
い
た
交
通
史
の

ift要
史
跡
て
あ
る
。

ご

駅

九
十
二
継

一
、
里
塚
百
．．． 

卜
八
塚

一
、
ッ
叫
程
百
：

1

卜
九
屯
一
ニ
ト
五
丁

岡
間
釘
程
心
」
．
窮
政
ト
一
年
）
は

鹿
角
街
道
の
概
要

盛
岡
藩
―
一
ト
ガ
石
、
南
部
氏
の
屈
城
は
胚
屯
岩
手
郡
盛
岡
の
地
て
あ
る
。

盛
岡
は
、
止
戸

H
本
橋
を
起
点
と
し
た
虔
州
迎
中
筋
て
あ
り
、

城
下
の
鍛
冶
丁
は
、
奥
州
道
中
筋
の
九

t:

1

'

継

ll
駅
所
の
骰
か
れ
た
場
所
で
、

第
q

．は、

曲
川
部
浴
で
本
逍
に
合
流
す
る
も
の
。

第
こ
は
、

町
内
の
中

程
に
は

M
逍
中
の
一
里
塚
の
第
百
ご
卜
九
塚
が
所
在
し
て
い
た
。
こ
の
一
屯
元
標
は
、
盛
岡

領
内
の
閉
伊
（
宮
古
）
街
道
を
は
じ
め
と
し
て
、
遠
野
街
道
・
野
田
（
小
本
）
街
道
・
小
下
石

（
秋
田
）
街
直
、
そ
し
て
鹿
角
（
沖
軒
）
街
直
、
吏
に
天
保
七
年
(
-
八
三
六
）
に
賂
備
さ

れ
た
志
和
（
稲
荷
）
街
道
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
脇
街
逍
起
点
と
し
て
里
程
が
計
測
さ
れ

本
稿
の
主
題
で
あ
る
鹿
角
街
道
は
、
別
称
を
津
軒
街
道
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸

期
南
部
家
文
内
（
盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
）
中
に
散
見
す
る
名
称
は
、
全
て
こ
の
往
還
を
「
鹿

角
道
」
・
「
鼎
角
街
道
」
と
総
称
し
、
「
津
軒
街
道
」
の
名
称
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
「
津
軒
」

の
名
称
が
使
用
さ
れ
る
の
は
明
治
十
年
代
以
降
と
解
さ
れ
、
岩
手
県
文
内
並
び
に
岩
手
県
管

内
地
図
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
盛
岡
領
内
で
庇
角
街
道
或
い
は
「
鹿
角
道
」
と
称
す
る
道
筋
は
．
―
-
ル
ー
ト
存
在
す

る
。
即
ち
そ
の
本
道
は
、
盛
岡
か
ら
炉
川
・
荒
屋
・

111
山
を
経
て
鹿
角
に
全
る
ル
ー
ト
で
あ

る。

二
戸
郡
内
奥
州
道
中
筋
の
価
岡
を
分
岐
点
と
し
て
浄
法
炉
を
経
由
し
、
荒
屋
の

こ
戸
（
青
森
県
三
戸
町
）
か
ら
川
子
•
関
経
由
夏
坂
峠
を
経
て
鹿
角
郡
に
全
る

そ
の
行
程
（
「
江
戸
・
盛

こ
れ
が
唯
一
の
牝
角
街
道
に
お
け
る
枝
道
筋
の
特
例
で
あ
る
。

往
来
卜
の
利
使
は
壮
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
か
、
「
盛
岡
城
下
ョ
リ
在
々
行
程
早
見
」
（
編
者
不

IJ)
と
い
う
盛
岡
領
内
の
各
街

ル
ー
ト
を
直
結
し
た
一
本
の
ル
ー
ト
と
し
て
盛
岡
か
ら
鹿
角
経
由
で
：
．
戸
間
が
設
定
さ
れ
て

い
る
（
第

4
図
参
照
）
。
こ
の
道
程
は
藩
の
行
政
ヒ
の
あ
り
方
か
ら
も
刑
解
出
来
る
も
の
が

あ
る
。
本
県
分
で
は
な
い
が
鹿
角
街
追
交
通
史
上
の
今
後
の
課
題
て
も
あ
る
。

迎
角
郡
は
、
南
部
氏
が
盛
岡
に
築
城
し
た
慶
長
初
期
(
-
五
九
八
）
以
降
に
お
い
て
、
産

命
が
大
い
に
興
り
、
こ
の
開
発
が
契
機
と
な
っ
て
(
i
i
l
)
、
城
下
盛
岡
及
ひ
ご
戸
佃
岡
城
下
に

令
る
経
済
ル
ー
ト
が
息
速
に
散
＂
備
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

鹿
角
街
追
に
は
盛
岡
城
下
出
口
に
北
上
川
が
あ
っ
て
、
こ
の
夕
顔
瀬
は
竹
初
舟
渡
し
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
明
暦
一
一
年
（
一
六
五
六
）
に

L
橋
が
架
設
さ
れ
て
以
来
、
岩

f
郡
西
根
通
の

ま
た
元
禄
一
一
年
（
一
六
八
九
）
藩
の
直
轄
エ
れ
（
け
2
)

に
よ
っ
て
、
大
吏
御
新
山
（
現
西
根

町
大
吏
）
の
開
発
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
享
保
十
八
年
（
一
じ
て
こ
）
の
検
地

に
よ
る
新
田
高
は
、

1
0五
石
六
斗
余
に
の
ぼ
り
、
御
新
田
地
内
の
住
屈
も
二
面
八
十

一
軒
、
（
享
和
三
年
(
-
八

0:11)
二
月
改
）
内
、
大
更
本
村
だ
け
で
111

一↓軒
(
i
i
3
)
が
定
住
し

て
お
り
、
道
路
も
松
川
地
内
で
本
狸
角
往
還
筋
か
ら
分
岐
し
て
、
大
更
、

そ
し
て
北
の
萩
折

地
内
で
再
び
本
街
道
に
合
流
す
る
（
田
頭
駅
を
経
由
し
な
い
）
間
道
が
出
来
た
（
第
11
図）。

し
か
し
、
鹿
角
街
道
は
本
質
的
に
は
領
内
の
脇
街
道
で
あ
っ
て
、
参
勤
交
代
竹
の
往
来
す

る
よ
う
な
主
要
迎
で
は
な
か
っ
た
。
唯
、
そ
の
一
部
に
、
公
俵
の
巡
見
道
の
部
分
が
あ
る
。

近
の
里
程
を
一
覧
し
た
行
料
に
よ
る
と

「
鼎
角
往
来
」
と
称
し
て
、
ト
ー
山
の
第
一
•
第

盛

岡

↓

嘉

屋

両

Ill
ー

し

鹿

角

一

-

―

-

―

―

--
＿
り

1
1
1付
―
→

[
|
~
1
-
.
i
-

-

t

t

-

．
ー
―

鹿
角
ル
ー
ト
の
概
念
図

左
図
が
そ
の
概
要
で
あ
る
。

。

レ
ー
ト
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に-

い
た
し
、

江
戸
時
代
の
鹿
角
街
道
里
程
に
関
す
る
行
料
は

が
起
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

所
・
花
輪
通
代
官
所
の
管
内
に
属
す
地
内
を
経
由
し
て
い
る
。

以
下
盛
岡
藩
の
行
政
区
域
で
は
、
厨
川
通
代
官
所
・
沼
宮
内
通
代
官
所
・
幅
岡
通
代
官

J

で
は
じ
め
て
「
鹿
角
街
道
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

街

道

の

里

程

街
道
に
つ
い
て
、

そ
の
概
況
を
調
査
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
上
記
第
二
の
浄
法
寺
経
由
ル
ー
ト
で
、
こ
れ
は
屯
要
な
歴
史
的
意
味
を
有
し
て
い
る

道
筋
で
あ
っ
た
。

街
道
の
一
里
塚
は
、
藩
記
録
に
よ
る
と
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
は
街
道
筋
寺
田
ま

で
の
破
損
状
態
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
(
i
I
4
)
。
こ
れ
か
ら
察
す
る
と
、

丁
度
宮
古
街
道
や

中
ド
石
街
道
が
寛
永
期
に
修
理
柏
備
が
実
施
さ
れ
て
お
る
（
汁
5
)
と
こ
ろ
か
ら
、
鹿
角
街
道
も
こ

道
幅
に
閃
し
て
は
明
確
な
資
料
は
な
い
。
今
回
の
実
地
踏
査
の
結
果
で
は
、
別
掲
の
通
り
、

里
道
と
山
道
で
は
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
資
料
（
礼
6
)

、
、
、
、
、
、
、

一
、
栗
谷
川
通
夕
顔
瀕
片
原
丁
先
か
沼
宮
内
御
代
官
処
田
頭
村
迄
、
野
道
幅
二
拾
間
程
に

一
尺
位
ガ
一
一
尺
位
迄
之
小
松
、
其
三
間
置
位
に
植
立
可
＞
申
事
。
但
小
松
は
、

手
寄
之
所
ガ
勝
手
次
第
取
可
＞
申
候
、
其
筋
江
断
に
不
＞
及
候
、
尤
植
付
候
節
橡
之
廻
り

四
五
尺
四
方
芝
く
れ
切
廻
し
、
野
火
之
防
に
相
成
候
様
心
懸
植
可
＞
申
事
」
云
々

と
、
こ
れ
は
街
道
並
木
の
整
備
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
野
道
幅
二
十
間
程
の
事
例
、

ま
た
、
野
火
の
防
火
対
策
な
ど
は
、
岩
手
山
麓
の
特
殊
な
道
路
施
策
で
あ
ろ
う
。

鹿
角
街
道
の
行
程
中
に
は
、
広
大
な
岩
手
山
麓
の
贖
野
を
北
進
し
て
、
特
に
茨
島
野
・
一

本
木
野
・
大
更
野
な
ど
特
殊
な
自
然
環
境
下
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
二
つ
の
難
所
、
山

越
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
難
所
は
七
時
雨
山
（
標
高
一
、

0
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
越
え
で

あ
る
。
こ
の
七
時
雨
山
道
に
つ
い
て
は
、
古
代
「
流
霞
道
」
と
し
て
三
代
実
録
元
慶
一
一
年

（
八
七
八
）
卜
月
十
二
日
の
条
に
記
載
の
あ
る
陸
羽
横
断
連
絡
路
と
し
て
、
秋
田
城
に
千
る

平
安
時
代
の
屯
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
汀
7
)
。
こ
の
登
り
一
里
半
、
下
り
一

里
半
の
里
程
は
、
正
保
四
年
「
南
部
領
総
絵
図
」
に
も
情
中
牛
馬
不
通
と
注
記
さ
れ
た
難
所

て
あ
る
（
こ
の
絵
図
に
は
七
時
雨
山
に
つ
い
て
「
じ
シ
キ
リ
山
」
と
訓
じ
て
古
語
の
ま
ま
晶

し
て
あ
る
）
。

次
は
、
梨
子
木

(11梨
木
）
峠
越
え
で
、
こ
れ
を
越
え
る
と
水
系
は
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
米

代
川
流
域
に
属
し
、
下
流
は
田
山
地
域
を
過
ぎ
て
川
幅
も
広
く
な
る
が
、
谷
川
で
両
岸
は
い

七
毛
）
が
当
っ
て
い
る
。

の
時
代
に
相
前
後
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
る
と
こ
ろ
険
し
い
谷
間
が
続
き
、
道
筋
は
足
場
の
悪
い
難
所
だ
と
多
く
の
紀
行
文
等
に
記

折
壁
御
番
所
は
、
盛
岡
領
内
の
「
中
番
所
」
で
、
夏
坂
御
番
所
（
三
戸
通
典
角
道
筋
）
、

奥
州
道
中
の
小
繋
御
番
所
（
福
岡
通
）
、
北
上
川
東
の
黒
沢
尻
通
更
木
の
御
番
所
と
こ
の
折

壁
の
四
箇
所
が
あ
っ
た
。
領
内
通
行
物
惜
改
・
人
改
め
が
本
務
で
あ
る
が
、
藩
境
御
番
所
と

区
別
さ
れ
て
い
る
（
礼
8
)
。
番
人
は
花
輪
通
御
給
人
米
川
林
治
（
扶
持
は
壱
分
、
砂
四
分
二
厘

本
書
で
は
、
こ
の
本
道
で
あ
る
田
頭
駅
・
寺
田
駅
、

そ
し
て
荒
屋
・
田
山
駅
を
経
由
す
る

鹿
角
街
道
は
、
夕
顔
瀬
橋
を
渡
っ
て
橋
の
西
詰
で
平
石
（
秋
田
）
街
道
か
ら
分
岐
し
、
こ

た
だ
し
、
街
瑣
里
程
の
元
標
は
城
下
鍛
冶
町
（
現
在
は
紺
屋
町
）
所
在
の
一
里
塚
（
杭
）

奥
州
街
道
の
本
道
三
十
六
町
一
里
制
に
対
し
て
、
盛
岡
領
内
の
脇
道
筋
は
四
十
二
町
一
里

制
で
あ
る
。
盛
岡
城
下
を
起
点
と
す
る
鹿
角
街
道
筋
で
最
初
の
一
里
塚
は
、
盛
岡
市
上
堂
四

丁
目
地
内
の
「
塚
ノ
根
一
里
塚
」
で
あ
る
。
城
下
の
仁
王
七
橋
経
由
の
削
期
の
逍
筋
を
、
領

内
の
郷
村
検
地
竿
十
三
尺
一
一
間
を
甚
準
と
す
る
縄
張
り
で
起
筍
す
る
と
、

四
十
二
町
一
里
制

の
一
里
塚
位
置
と
ほ
ぽ
こ
れ
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
三
戸
町
経
由
で
は
約
五
丁
の

増
尺
と
な
る
。

さ
れ
て
い
る
。
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第 1図

盛岡城下起点の領内諸往還 （安政年問図）

5、野田・小本街道

6、遠野街道

しグ

1
-

第2図

盛岡城下秋田・鹿角街道の往還 （安政2年図写）

1、0印＝鍛冶町一里元憬位置

2、太点線＝江戸初期の往来

3、 , ＝江戸時代の中心ルート （三戸町一仁王一材木町）
4、黒実線＝星川正甫 「封内道中記初草J のルート（三戸町一長町一材木町）

5、夕顔瀬橋

6、鹿角街道

7、奥州道中・至渋民宿へ
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第
10
図

田

頭

・
平
笠
道
分
岐
点
に
あ
る
道
憬

（
安
代
町
田
頭
字
新
館
地
内
）

↑

5
 

第11図
大更御新田付近絵固 （盛岡市公民館所蔵）

1、厨川通滝沢村境

2、松川 「オセ渡り 」地点

3、大更道
4、鹿角街道田頭道

5、田頭宿付近位置

6、大更

第

12
図

東
慈
寺
の
天
明
三
•
四
年
謀
死
供
養
塔

文
化
十
三
年

(
-
八
一

六）
廷
立

（西
根
町
田
頭
東
慈
寺
境
内
）
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第13図

七時雨山 （西根町側から望む）

m rm 
r:. ヽ

・ ▲

I •. ,,.. ..... ~ 

第14図

留の沢一里塚付近 桜松神社参道分岐点 ・北側から東方向のII影 （西根町七時雨山字留の沢）

第15図

鹿角街道七時雨山への道
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第16図

應角街道荒屋宿付近絵図 （湊戸茂樹蕃北奥行程図誉部分）

（黒実線は安比川）（盛岡市公民館所蔵）

＇ 
（ゞ
 

匿|

．
 

＇： 

,' 

第17図

廃道となった曲田の鹿角街道 安代町曲田一里壌地点から北方

- --
•、. -- --r1.,, 
, I 、`—.'_.- . ----- - , r .、

：ご；:~g 

‘,'’ 

第18図

鹿角街道の一里域位置 ， 

田山折璧一湯瀬問 『
（花輪通御通行絵図部分）．
（盛岡市公民館所蔵） ・

I 
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湯
瀬
間
（
岩
手
県
関
係
分
）
の
此
角
街
道
の
里
程
を

一
牝
す
る
と

（岩
手
県
管
桔
地
誌
第

一
号
を

一
（
明
治
十
二
年
）
）

陸
中
岩
手
郡
誌
県
治
•

町
数
甚
上
の
項
原
文

盛
岡
市
公
民
館
所
蔵

盛
岡
市
公
民
館
所
蔵

が
初
見
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
つ

い
で
元
禄
十
五
年

（一

じ

0
二
）
の
狩
料
で
、
「
盛
岡
ョ
リ

所
々
道
程
じ
口
付
」
（
同
上
所
蔵
）
に
は
、
盛
岡
を
起
点
と
し
た
諸
街
道
に

つ
い
て
器
揉
ま
で

の
里
程
と
、
弘
前

・
秋
出
な
ど
東
北
の
主
な
城
下
ま
で

の
里
程
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
盛
岡
藩
士
藤
根
吉
当
の
藩
主
献
上
本
「
南
部
領
中
道
規
記
」
（
元
禄
本
1
1
正
保
四

年資料写）、並びに阿部九兵衛の「封内貢賦記」（天和年中記市）による盛岡と

仁 日 四 八 本 紙 鍛

1: 
影~ J--1 • 家 冶

小
日

路 町 町 町 町 町 町
I 

~ ノ日‘・ 長
町 町 町 町 町 町 町

四 五 四 四
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第 2表

二
、
南
部
領
惣
絵
図
注
記
里
程
正
保
四
年
（

一4

ハ
四
じ
）

一
、
盛
岡
城
間
数
並
道
規
改
帳

正
保
四
年

（一

」ハ
四
ヒ
）

鹿角街道の里程と駄只一覧 （岩手保関係分）

貿 銭

駅 区 間 里 税

本.I.烏1軽尾 I夫

摘 要

文I山頭距精6里 水アリ、七
鍛冶町一rn 頭 25丁6問 251文 166文 126 リ多・ン

・サ・ントリ 多
ク有

田頭ー寺田 I環 丁40[1"I 84文I 56文I_42文1

・此有所、椀木地類挽出

Iレ

寺田一新町
4里 168文 113文 51文 ・七時雨山ア
11丁32問 リ難所ナリ

冬者泊ハ所ノ
二r:tJテ通

ルペッ

2里
• 新町卜寺田

新町一旧山 106文 68文 51文 ノ間滝ノ不
29丁481廿I 動棺ア リ

田山一湯瀬 I3乳丁 31:11¥ 131文I 85文I 64文l

~ - -
同 同米

間JII 

広

拾

問

深

一
尺

JI¥ 

広

七

間

深

一
尺

広

四

問

深

五
尺

3

荒
屋
ー
湯
瀬

四

里

半

里

此
内

山
川

在

浄
法
寺
川

（
七
志
き
り
山

広
四
問

寺
山
ー
荒
屋

五
里

此

内

川

二
在
北
上
川

（
松
川

広

1

盛
岡
ー
寺
田

八
里

第
1
表

盛
岡
庁
下
道
筋
里
程
一
覧

（
鹿
角
街
道
関
係
）

'. 

一
、
「
南
部
領
中
道
規
記
」

深

一
尺

••••

••••
• 

大
難
所
雪
中
牛
馬
不
通

＂ヽ＂
．
1/
n
 

広
四
十
八
問

深

一
尺
五
寸

深

五

尺

舟

渡

（正
保
四
年
賓
料
）

（御領内道中，氾抄）江戸後期
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っ
て
一
里
と
し
一
里
塚
を
築
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

が

二
里
一
四
丁
三
間

曲
田
ー
田
山
間

二
里
一
六
町
四

0
間

炉
田
ー
曲
川
間

Ill
頭
ー
寺
田
間

盛
岡
ー
田
頭
間

LI
山
ー
湯
瀬
間

め
ら
れ
る
。

二
里
―
一
丁
四

0
間

四
里
二
四
丁
四

0
間

屯
程
が
前
因
で
は
、
一
七
里
半
、
貢
賦
叫
本
(
1
1
9
)
で
は
一
九
里
八
丁
二
九
間
と
差
が
あ
る
。

こ
れ
か
、
江
戸
後
期
の
「
御
領
内
道
中
晶
」
（
第

5
凶
）
て
は
夏
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

街
道
筋
の
改
修
等
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。
ま
た
、
人
々
の
駅
所
の
設
足
に
相
違
が
認

そ
の
中
で
、
封
内
貞
賦
品
本
で
は
炉
田
と

IH
山
間
に
曲
田
の
中
継
ぎ
所
が
品
さ
れ
て
あ
る

こ
の
曲
田
部
落
は
、
公
儀
巡
見
道
筋
で
あ
る
福
岡
道
と
盛
岡
筋
本
道
の
分
岐
点
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

寺
田
迄
八
里
、
年
田
村
此
処
ョ
リ
荒
屋
迄
五
里
、
荒
屋
村
此
処
ョ
リ
湯
瀬
四
里
半
」
と
、

の
里
程
が
品
さ
れ
て
あ
っ
て
、
藤
根
吉
当
本
の
道
規
記
と
一
致
す
る
。

街
道
の
一
里
塚

正
保
四
年
図
「
南
部
領
惣
絵
図
」
で
は
、
「
盛
岡
ョ
リ

盛
岡
藩
は
、
寛
永
卜
八
年
（
一
六
阻
一
）
領
内
三
閉
伊
の
道
法
を
改
め
、

筋
の
諸
街
道
も
こ
の
里
程
に
準
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(Itll)
。

六
里
一
一
五
丁
六
間

二
、
「
封
内
貢
賦
記
」

（
天
和
年
間
行
料
）

そ

な
お
、
鹿
角
街
道
が
四
十
二
丁
一
里
制
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
＿
ぷ
11
江
真
澄
遊
覧
ぶ
1
」
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
(IIlO)
。

四
十
二
町
を
も

三
十
六
町
一
里
の
「
大
道
」
に
対
し
て
、
「
小
道
」
七
里
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
領
内
脇

し
か
し
、
鹿
角
ま
で
の
途
中
に
一
里
塚
問
の
距
離
が
相
違
す
る
位
置
に
一
里
塚
が
あ
る
こ

第 3表 鹿角街道筋一里塚一覧 （岩手郡分）

現市町No. 1 
I 

―—，村名
塚名 所｛

1 盛岡市塚 ノ tl1 1 下厨川村大字下厨川第
'-I 9地割字塚の根17番地

俵生地六歩

滝沢村大字滝沢第20地，
1 イ 原野約 9歩 形状約 1丈円形二／テ森ヲナス

2 滝沢村●菊 塚割字加賀内390番地内'―--- --
ロ 原野約 9歩 形状約 1丈円形ニシテ森ヲナス

I I 
イ 原野約 9歩

形状 上部破壊セラレ1所々二荊棘ヲ生
滝沢村大字滝沢第23地 ス翡サ 7尺位3 // 長平塚
割字留ケ森247番地内

ロ約10歩
ー形状―芝生二、ンテ小藪フ木松ヲ生ス

灼サ 9尺位

4 //細越塚
滝沢村大字滝沢第24地 形状 'f野ノ中二森ヲナス、芝生ニシ
割大字大森平269番地内

原野約12歩
プ古木ソノ儘存スr:':jサ 1丈 2尺

5 西根町向坂塚森
大更村第23地割字大久畑地 今ハ畑地トナリテ僅二痕跡ヲ止ムルニ
保10番 2反 2畝20歩内 過ギス□：一里塚工糾髯嘉讐 8地割亨ィ 草生晨歩内 1 形状

（山崎一里塚）乎館村堀切第 9地割字
山崎138爵地 I口 墓地 3歩内 l
寺田村第 8地割字伊ケ ,.. - I 

7 // 塚 森沢(8地割）83届
{; j 

（野11一里塚）
1 寺田村第20地割96番 1畑 j- I 

8 11 l-($fi1H呵塚） -;;~1tt第 2 地割 8 番 畑地 1 

, I " • 惜パi,—-甲霰寺田村字七時巾国有林ーロ団臼五― I 
ー 第123林班 I 

E 地

h1 

h1 

摘 要

形状 'fl-地ヨリ少々 ,•,':j ク信刈場トナレ
リ

此jサ 5尺位 慢頭ノ如ヽン

” 
何レモ l丈位

” 
” 
” 

注 大正11年岩手県文甚「史蹟名勝犬然，，心念物簿冊」による

（）内注品は咽者稿

•印現存一里塚
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3
 

2
 

留
の
沢
一
里
塚
（
二
基
）

指
定
の
種
別
史
跡

所
有
者
氏
名
住
所
国
・
西
根
町

所
在
地
西
根
町
寺
田
二
六
地
割
（
四
一
六
林
班
）

保
存
の
状
況
七
時
雨
山
の
南
ふ
も
と
で
、
標
翡
六

0
0米
の
闘
地
に
あ
り
、
町
営
牧
野
の
一

区
画
内
、
雑
木
林
の
中
に
あ
っ
て
、
二
甚
と
も
に
完
全
な
形
で
あ
る
。

西
根
町
指
定
文
化
財
「
史
跡
」

一
里
塚

「
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
て
保
存
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
汁
13)
。

一
里
塚
の
僅
か
に
四
件
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

く
資
料
は
見
当
ら
．
な
か
っ
た
。

)
れ
が
、
今
次

と
も
事
実
で
（
巾
例
1
1
西
根
町
野
ロ
一
里
塚
ー
新
田
一
里
塚
問
は
約
四
千
メ
ー
ト
ル
）
、
実

鹿
角
街
道
筋
の
一
里
塚
規
模
は
、
塚
高
約
―
•
五
メ
ー
ト
ル
前
後
、
塚
裾
の
東
西
経
約
六

メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
っ
て
、
奥
州
道
中
往
還
筋
の
一
里
塚
の
規
模
よ
り
も
小
さ
く
、
塚
の
士

盛
り
具
合
も
や
せ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
な
お
、
塚
上
に
植
栽
さ
れ
た
樹
種
に
つ
い
て
は
全

大
正
十
一
年
十
一
月
岩
手
県
文
書
(IL12)
に
よ
る
岩
手
郡
内
鹿
角
街
道
の
一
里
塚
所
在
調
査

資
料
（
二
戸
郡
分
不
詳
）
に
よ
る
と
、
現
盛
岡
市
内
一
箇
所
、
滝
沢
村
三
箇
所
、
西
根
町
内

五
箇
所
（
第

3
表
参
照
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
板
橋
源
資
料
に
よ
る
）
。

の
現
地
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
盛
岡
市
内
一
箇
所
（
上
記
資
料
の
別
件
一
里
塚
）
、
滝
沢

村
内
二
箇
所
（
他
一
箇
所
不
確
実
）
、

は
三
箇
所
）
だ
け
で
、
他
は
国
道
・
高
速
道
等
の
改
修
工
事
や
宅
地
及
び
農
地
造
成
工
事
等

著
し
く
損
壊
し
た
塚
も
あ
っ
て
、

西
根
町
内
一
箇
所
が
現
存
し
た
（
安
代
町
に
つ
い
て

の
開
発
行
為
に
よ
っ
て
す
べ
て
消
滅
し
て
い
た
。
ま
た
遺
存
し
て
い
る
一
里
塚
で
も
原
形
を

ほ
ぼ
完
形
で
塚
が
一
対
の
ま
ま
原
状
を
維
持
さ
れ
た
も
の

は
、
滝
沢
村
の
菊
塚
一
里
塚
・
西
根
町
留
の
沢
一
里
塚
•
安
代
町
の
七
時
雨
一
里
塚
・
荒
屋

現
在
遺
存
す
る
一
里
塚
に
つ
い
て
、
地
元
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
左
記
の
通
り
文
化
財

体
は
判
然
と
し
な
い
点
が
多
い
。

尚
、
寺
田
地
区

11ふ
に
よ
っ
て
、
放
牧
牛
等
に
よ
る
破
か
い
を
防
止
す
る
柵

を
設
け
て
い
る
。

旧
律
軽
街
道
七
時
雨
山
越
え
の
難
所
、
中
之
走
り
峠
に
近
い
翡
台
に
位
骰
し
た

塚
で
、
慶
長
年
間
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
全
国
に
築
か
れ
た
一
里
の
行
程
を
知
ら

せ
る
交
通
施
設
で
あ
る
。

こ
の
塚
は
、
盛
岡
よ
り
―

-rft
目
に
あ
た
り
、
二
い
と
の
国
境
に
も
近
く
、

街
道
を
は
さ
ん
で
一
対
現
存
し
て
い
る
。
本
町
に
と
っ
て
は

IF要
な
史
跡
で
あ

る。

新
町
牧
野
農
業
協
同
組
合
長
理
事

一
、
七
時
雨
一
里
塚

種

別

史

跡

名
称
及
び
員
数
七
時
雨
一
里
塚
、
一
一
基

所
在
地
二
戸
郡
安
代
町
字
翡
畑
地
内

所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名

二
戸
郡
安
代
町
字
荒
屋
新
町

占
有
者
の
住
所
及
び
氏
名

二
戸
郡
安
代
町
字
荒
屋
新
町
新
町
牧
野
他
業
協
同
組
合
長
刑
事
高
村
良
雄

新
町
牧
野
農
業
協
同
組
合
所
有
の
、
仇
畑
牧
草
地
内
に
あ
り
、
放
牧
期
間
中
は
牛

の
休
義
地
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一
里
塚
は
少
し
ず
つ
く
ず
れ
か
け
て
い
る
。

藩
政
時
代
主
要
地
方
道
で
あ
る
旧
津
軽
街
道
に
も
往
路
の
め
じ
る
し
と
し
て
、

一
里
塚
と
し
て
江
戸
木
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

高
村
良
雄

二
、
荒
屋
一
里
塚

種

別

史

跡

名
称
及
び
員
数
荒
屋
一
里
塚
、
二
基

所
在
地
二
戸
郡
安
代
町
字
清
水
一
五
四
の
内
の
二

所
有
者
の
住
所
及
ひ
氏
名
二
戸
郡
安
代
町
字
荒
屋
新
町
二
九
木
村
末
治

占
有
者
の
住
所
及
ひ
氏
名
二
戸
郡
安
代
町
字
荒
屋
新
町
二
九
木
村
末
治

状
山
林
と
し
て
か
ら
松
を
植
林
し
て
い
る
。
現
在
も
使
用
し
て
い
る
山
道
の
中
に

あ
る
が
、
急
に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

藩
制
時
代
主
要
地
方
道
で
あ
る
旧
沖
軒
街
道
に
も
往
路
の
め
じ
る
し
と
し
て
、

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

由

来

伝

説

現 由

来

伝

説

現

状

安
代
町
指
定
文
化
財
「
史
跡
」

5

指
定
の
理
由

一
里
塚
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四
、
苗
代
沢
一
里
塚

種

別

史

跡

名
称
及
び
員
数
苗
代
沢
一
里
塚
、
一
基

所
在
地
二
戸
郡
安
代
町
字
苗
代
状

所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
一
一
戸
郡
安
代
町
字
大
面
平
八
幡
弥
惣
治

占
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
一
一
戸
郡
安
代
町
字
大
面
平
八
幡
弥
惣
治

状
山
林
と
し
て
杉
を
植
林
し
て
い
る
。
一
一
基
中
の
う
ち
一
基
は
明
治
期
に
で
も
道

路
建
設
の
際
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
現
在
は
一
甚
し
か
な
い
。

藩
制
時
代
主
要
地
方
道
で
あ
る
津
軽
街
道
の
目
じ
る
し
と
し
て
、
一
里
塚
と
し

て
江
戸
末
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鹿
角
街
道
夕
顔
瀕
片
原

T
向
よ
り
田
頭
迄
四
十
里
余
之
間
、
広
野
二
て
旅
人
雪
中
目
印

無
之
、
方
角
を
先
、
怪
我
人
等
も
問
々
有
之
趣
相
聞
得
候
二
付
、
格
別
御
趣
意
を
以
、

当
春
迄
ハ
植

従
安
永
四
年
右
街
道
之
並
木
松
植
立
被
仰
付
候
処
、

継
・
植
足
共
二
仕
、
此
上
成
木
一
通
二
相
成
、
御
趣
意
相
届
一
段
之
儀
と
思
召
候
、
依

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

往

還

の

維

持

由

来

伝

説

現 由

来

伝

説

現

一
里
塚
と
し
て
江
戸
末
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

御
百
姓
共
出
精
、

厨

川

通

沼
宮
内
通

三
、
曲
田
一
里
塚

種

別

史

跡

名
称
及
び
員
数
曲
田
一
里
塚
、
二
某

所
在
地
一
一
戸
郡
安
代
町
字
曲
田
一
一
一
五

0

所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
二
戸
郡
安
代
町
字
上
ノ
山
二
九
勝
又
善
七

占
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
二
戸
郡
安
代
町
字
上
の
山
二
九
勝
又
善
七

状
山
林
と
し
て
雑
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、
一
里
塚
の
上
部
が
誰
か
に
堀
ら
れ
て
い

る
。
下
部
の
麓
も
け
ず
り
と
ら
れ
て
い
る
。

藩
政
時
代
主
要
地
方
道
で
あ
る
旧
津
軽
街
道
の
め
じ
る
し
と
し
て
、
江
戸
末
期

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

前
略

寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
一
一
月
十
六
日

之
以
来
年
々
合
間
枯
植
、
野
火
留
、

御
代
官
共

ほ
そ
け
等
心
を
用
、
無
怠
手
入
可
仕
候
、
右
為

御
吟
味
、
懸
御
役
人
春
秋
見
廻
被
仰
付
候
問
、
並
木
奉
行
得
差
図
、
御
趣
意
成
就
候
様

こ
れ
は
、
安
永
九
年
(
-
七
七
九
）
七
月
十
七
日
付
、
両
通
代
官
並
び
に
惣
百
姓
宛
文

こ
れ
よ
り
さ
き
、
承
応
二
年
（
一
六
五
―
―
-
)
四
月
一
日
付
の
南
部
藩
家
老
席
日
誌
「
雑
書
」

「
田
頭
・
寺
田
、
両
所
一
里
塚
為
突
候
、
為
奉
行
田
中
館
伝
左
衛
門
、
今
日
遺
ス
」

「：
．．．． 
浄
法
寺
一
里
塚
為
築
候
奉
行
・
御
徒
之
金
田
一
八
郎
左
衛
門
、

今
日
遣
さ

と
、
こ
の
当
年
中
に
街
道
筋
の
一
里
塚
や
道
路
が
整
備
補
修
さ
れ
た
様
子
が
伺
え
る
。
こ
の

時
代
の
道
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
「
南
部
領
惣
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
道
筋

と
理
解
さ
れ
る
が
、
江
戸
中
期
の
安
永
年
間
に
至
る
ま
で
、
並
木
は
未
整
備
で
あ
っ
た
箇
所

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
安
永
四
年
三
月
以
降
、
鹿
角
街
道
並
木
植
立
奉
行
が

任
命
さ
れ
て
以
来
、
各
代
官
所
、
大
更
御
新
田
奉
行
、
盛
岡
西
根
並
び
に
沼
宮
内
御
山
奉
行

等
に
並
木
植
付
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
安
永
期
の
手
当
は
実
に
六
ケ
年
を
費
し
た
大
事
業

で
安
永
九
年
（
一
七
二
四
）
に
完
成
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
（
汁
16)
。

そ
の
後
、
街
道
の
一
里
塚
及
び
並
木
保
全
の
た
め
に
下
記
の
全
書
が
代
官
宛
に
出
て
い
る

(il17)
。
ま
た
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
五
月
に
も
同
様
な
仰
出
が
あ
っ
た
。

一
、
往
還
街
道
之
並
木
松
等
、
古
来
よ
り
心
を
尽
し
植
立
候
処
、
徒
も
の
有
之
、

る」
(It15)

翌
十
二
日
付
に
は

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
同
年
六
月

t
一
日
付
品
録
に

廻
候
様
に
と
、
煙
山
七
郎
兵
衛
、
今
日
申
出
・
:
・
:
」

「
:
・
-
：
適
石
通
・
栗
谷
川
・
年
田
迄

に
ヽ

書
(1114)
の
一
節
で
あ
る
。

出
精
心
懸
可
申
事

よ
う

、、

一
里
塚
破
損
見
調
、
又
道
中
脇
柳
松
候
哉
、
見
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か
っ
た
点
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で

と
あ
る
(
0
1
8
)
。
こ
の
賂
備
さ
れ
た
筈
の
並
木
街
道
も
、
岩
手
山
麓
と
い
う
厳
し
い
自
然
環
撹

下
に
あ
っ
て
は
風
倒
折
れ
や
、
立
枯
れ
、
或
い
は
野
火
被
害
も
あ
っ
て
、
仲
々
生
育
し
得
な

び
に
大
更
御
新
田
手
寄
御
山
か
ら
小
松
三
千
六
百
本
を
下
附
し
た
。

と
「
北
行
日
記
」
の
中
で
明
記
し
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

の
並
木
植
立
御
用
懸
を
仰
付
け
ら
れ
て
整
備
に
当
っ
て
い
る
。

た
打
或
ハ
根
を
堀
切
候
之
故
、
風
折
等
数
多
有
之
候
、
右
等
之
義
、
遠
方
之
者
は
致

間
敷
事
二
候
、
尤
、
近
年
植
継
之
小
松
は
、
枝
を
剪
或
ハ
引
倒
候
類
相
見
得
候
、
以

之
外
不
宜
候
条
、
右
往
還
二
相
懸
候
支
配
ハ
、
其
村
肝
煎
井
街
道
地
付
は
不
及
申
、

最
寄
之
者
度
々
懸
廻
り
、
並
木
之
障
ら
セ
不
申
様
可
仕
候
、
尤
、

り
候
ハ
ヽ
、
捐
押
急
度
可
及
披
露
、
左
候
ハ
、
褒
美
可
申
付
候
、
若
見
遁
候
腺
、
並

木
之
障
候
義
、
詮
議
之
上
不
存
候
之
由
申
出
候
ハ
ヽ
、
肝
熊
井
最
寄
之
者
え
科
代
可

申
付
候
、
此
旨
急
度
可
申
渡
候
、

右
之
趣
宜
相
心
得
、
急
度
可
申
渡
者
也

ま
た
天
明
二
年
(
-
七
八
二
）
二
月
、
目
付
浦
上
某
•
四
戸
某
が
鹿
角
街
道
を
田
頭
ま
で

し
か
し
、
松
浦
武
四
郎
の
「
鹿
角
日
記
」
（
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
八
月
＝
―
-
日
付
に
よ
る

と
、
当
時
、

（
「
諸
被
仰
出
巻
三

い
た
つ
ら
者
見
当

諸
御
代
官
・
御
百
姓
共
へ
被
仰
出
書
」

盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
）

一
本
木
と
厨
川
間
は
並
木
道
で
は
な
く
、
只
小
草
の
原
也
。
実
に
夏
は
衿
く
、

冬
寒
く
海
内
無
比
の
難
所
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
場
所
を
一
一
度
も
通
過
し
た
こ
と
の
あ
る
彼

の
実
惑
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
彼
の
高
山
彦
九
郎
も
「
浅
間
山
麓
茫
野
を
行
く
が
如
し
」

文
政
十
二
年
(
-
八
二
九
）
十
月

厨
川
通
下
厨
川
茨
島
よ
り
同
通
滝
沢
村
の
内
一
本
木
村
迄
、
鹿
角
街
道
―
―
一
里
余
の
野

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

道
へ
先
年
植
立
て
た
並
木
松
は
、
餞
饉
の
節
残
ら
ず
剪
取
り
、
今
回
自
費
を
も
っ
て
小

松
を
植
立
て
七
手
を
策
き
、
冬
季
旅
人
の
難
渋
を
救
ひ
た
し
と
願
い
出
で
た
る
者
が
あ

り
、
同
年
十
一
月
、
こ
れ
に
要
す
る
苗
木
を
沼
宮
内
通
平
笠
村
（
田
頭
村
内
）
御
山
並

の
交
通
施
策
設
定
が
目
途
で
あ
っ
た
。

あ
る
。

為
＞
植
可
＞
申
事

一
、
牛
馬
踏
折
候
瞭
枝
葉
喰
候
ハ
ヽ
、
牛
方
馬
方
之
者
致
―
―
吟
味
「
牛
馬
主
ガ
壱
本
之

代
二
五
本
つ
A

為
＞
植
可
＞
申
事
。

と
い
う
並
木
松
に
対
し
て
強
い
保
護
育
成
の
手
当
も
厳
命
す
る
に
至
っ
た
。
加
え
て
、
郷
村

奇
特
の
行
為
も
奨
励
し
て
、

な
ど
の
こ
と
が
あ

盛
岡
・
栗
谷
川
・
沼
宮
内
・
大
更
御
新
田
支
配
迄
、
志
有
＞
之
者
連
々
植
付
候
様
可
―
―
申

含
―
候
、
委
細
別
紙
被
―
―
仰
渡

1

候
通
、
往
来
之
目
印
二
相
成
候
様
致
二
成
木

1

候
様
致
候
得

者
、
至
而
御
用
私
用
旅
人
無
＞
滞
助
二
相
成
、
具
植
付
之
本
数
御
帳
二
留
置
、
成
木
之
上
、

子
孫
二
至
候
共
其
硼
御
褒
美
被
―
―
成
下

1

候
間
、
数
ヶ
村
之
内
格
別
志
之
者
も
可
＞
有
＞

之
候
条
、
銘
々
支
配
中
念
頃
二
申
含
、
並
木
成
就
仕
候
様
二
取
扱
可
＞
申
候
」
（
注
19)

慶
応
三
年
(
-
八
六
六
）
十
月
、
沼
宮
内
の
八
角
某
は
、
厨
川
通
一
本
木
村
か
ら
沼
宮
内

通
田
頭
村
迄
の
街
道
並
木
松
を
自
費
を
も
っ
て
植
立
た
功
績
に
よ
り
、
銀
三
枚
、
同
通
田
頭

村
権
兵
衛
外
一
名
は
、
厨
川
通
一
本
木
村
と
沼
宮
内
通
田
頭
村
間
の
街
道
並
木
松
植
立
の
世

話
に
出
精
し
た
る
功
績
で
、
御
代
物
五
貫
文
宛
を
賞
賜
さ
れ
た
(
n
2
0
)
。

り
、
藩
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
民
間
に
よ
る
保
全
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

明
治
一
一
一
年
設
置
の
一
里
塚
・
里
数
改

明
治
二
年
十
二
月
、
新
政
府
筋
は
諸
街
道
の
里
数
改
め
、
駅
制
の
改
正
、
駅
馬
継
立
等
の

関
係
令
を
布
告
し
て
い
る
。
こ
と
盛
岡
県
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
管

内
の
里
程
を
調
柩
し
駅
法
を
改
正
、
駄
賃
・
人
夫
賃
等
を
定
め
て
県
官
の
駅
揺
旅
費
規
程
等

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
地
方
本
道
と
脇
街
道
を
含
め
た
里
程
の
間
尺
測
定
誤
差
を
吟
味

一
、
往
来
之
者
、
右
並
木
Ic
相
障
、
剪
折
・
踏
折
杯
致
候
ハ
、

一
本
之
代
二
拾
本
宛
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と
、
同
年
九
月
の
賓
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
(
•
印1
1

一
里
塚
位
置
）

と
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
盛
岡
鍛
冶
町
に
所
在
し
た
江
戸
時
代
の
旧
一
里
元
標
が
公
用
さ

れ
て
、

ま
だ
あ
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
と
き
の
里
数
調
査
は
、
ど
う
し
た
訳

か
逆
に
県
境
の
七
時
雨
山
を
計
測
の
起
点
と
し
て
仮
一
里
杭
を
定
め
て
盛
岡
ま
で
測
量
さ
れ

た
。
こ
れ
が
奥
州
街
道
筋
の
場
合
も
同
様
手
段
で
、
沼
宮
内
の
江
刺
県
境
か
ら
実
施
し
て
、

結
局
や
り
直
し
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
鹿
角
街
道
も
改
め
て
鍛
冶
町
元
標
か
ら
繰
り
直
し
て

「
沼
宮
内
寺
田

6
盛
岡
駅
迄
之
里
数
先
達
而
御
改
之
節
江
刺
県
境

5
改
初
候
故
盛
岡
駅
の

間
二
端
夕
出
来
候
二
付
此
度
繰
直
塚
相
立
候
所
名
左
之
通
」 中

尾

清

蔵

⑲

し
、
統
一
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
胆
沢
県
の
場
合
、
街
道
筋
に
一
里
標
杭
を
設

置
し
、
村
様
杭
・
追
分
杭
も
建
骰
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
杭
が
不
埓
の
者
に
よ
っ
て
抜

ぎ
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
県
当
局
で
は
違
反
者
を
処
罰
し
て
い
る
（
汁
21)
。

さ
て
、
明
治
三
年
四
月
、
盛
岡
県
民
事
局
「
駅
路
里
数
書
上
帳
」
（
盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
）

に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
の
盛
岡
県
境
は
岩
手
郡
寺
田
村
ま
で
が
管
轄
区
域
で
あ
り
、
三
戸
郡

側
は
正
刺
県
に
属
し
そ
の
両
県
境
は
「
七
時
雨
山
」
の
山
嶺
で
あ
る
。
こ
の
里
数
改
帳
の
符

「
:
'
,
：
江
刺
県
撹
ガ
鍛
冶
町
駅
IL

測
里
致
来
候
改
丁
数
之
端
下
夕
鍛
冶
町
駅
・
田
頭
駅
之

、
、
、
、

間
二
相
附
キ
依
之
本
塚
立
直
之
節
ハ
右
端
下
夕
之
分
繰
直
候
事
委
細
別
帳
仮
塚
幅
有
之
」

（第
6
図）

右
之
通
駅
路
測
量
里
数
改
甚
上
仕
候

•
阿
倍
館
と
申
所
江

・
サ
エ
ッ
ッ
森
と
申
所
江

・
赤
茅
立
と
申
所
江

•
一
本
木
と
申
所
江

•
新
館
と
申
所
江

・
馬
場
と
申
所
江

・
白
滝
と
申
所
江

•
白
坂
と
申
所
江

（
第

7
図
）

(
F厨
川
村
之
内
片
原
町
久
八
前
仮
塚
6
五
百
五
十
間
の
位
謹
）

以
上
が
、
明
治
三
年
九
月
に
お
け
る
盛
岡
県
分
の
鹿
角
街
道
筋
新
一
里
塚
設
樅
の
位
置
で

あ
る
。
こ
の
場
合
の
実
測
は
一
二
十
六
町
一
里
制
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
を
も
っ
て
、
江
戸
時
代
の
旧
里
程
（
四
十
二
町
一
里
制
）
旧
一
里
塚
の
も
つ
役

な
お
、
盛
岡
県
内
の
一
里
新
塚
が
、
胆
沢
県
と
同
様
に
標
杭
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
か
（
沢

内
往
来
の
場
合
は
標
杭
だ
け
）
、
或
い
は
場
所
に
よ
っ
て
土
盛
り
塚
と
し
た
か
、

も
併
置
し
た
か
今
回
の
現
地
調
査
で
は
確
認
は
出
来
な
か
っ
た
。

ま
た
標
杭

盛
岡
城
下
の
一
里
元
標
所
在
位
置
は
、
盛
岡
市
住
居
表
示
整
備
に
よ
っ
て
、
現
在
は
紺
屋

町
五
番
地
内
に
あ
た
る
。
鹿
角
街
道
の
城
下
の
道
筋
は
上
ノ
橋
を
渡
り
、
奥
州
道
中
筋
を
四

J

れ
に
つ
い
て
、
改
帳
の
一
部
を
抄
録
す
る
と
、

一

、

盛

岡

市

塚
を
設
置
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

街

道

の

現

状

民

事

局

割
は
改
ま
る
こ
と
と
な
る
。

午
四
月

石

田

保

以
上

「
/
拾
里
弐
拾
六
丁
五
拾
間

そ
し
て
、

箋
に
、

•
平
館
村
の
内
中
野
と
申
所
江

・
大
タ
ル
｀
｀
、
と
申
所
江

（
同
村
之
内
白
坂
と
中
所
の
五
百
五
十
間
）

（
寺
田
村
之
内
日
廻
り
と
申
所
力
五
百
五
十
間
）

（
上
関
村
之
内
杵
屋
敷
と
中
所
¢
五
百
五
十
間
）

（
大
更
村
平
館
村
之
間
ホ
ソ
キ
リ
と
中
所
¢
五
rllli
ト
間
）

（
大
更
村
之
内
松
川
橋
際
¢
五
百
五
十
間
）

（
下
田
村
之
内
大
稲
田
涌
口
と
申
所
¢
五
百
五
十
間
）

(inJ
村
之
内
高
根
と
申
所
¢
五
百
五
十
問
）

（
砲
沢
村
之
内
一
ノ
泊
と
巾
所
5
五
百
五
十
間
）

(
1村
之
内
大
ぬ
か
り
と
111所
汐
五
百
五
ャ
間
）
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れ
ば
、
上
ノ
橋
創
建
当
初
の
規
模
は
、

（
直
美
）
に
は
「
慶
長
十
四
己
酉
年
十
月
吉
日
、

中
津
川
上
ノ
橋
、
源
朝
臣
利
直
」
の
刻
銘

仁
王
小
路

市
も
骰
か
れ
た
場
所
で
あ
る
(ii24)
。

上
ノ
橋

ツ
家
で
分
岐
（
注
22)
し
て
、
仁
王
小
路
↓
材
木
町
・
茅
町
↓
夕
頭
瀕
橋
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

普
通
庶
民
の
往
来
道
は
、
当
時
の
日
影
門
外
小
路
等
の
諸
土
屋
敷
街
は
さ
け
て
、
こ
の
通

り
を
夕
顔
瀬
の
惣
門
御
番
所
に
至
る
の
が
普
段
の
秋
田
街
道
筋
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
今
一
っ
、
星
川
正
甫
編
「
封
内
道
中
記
初
草
」
（
幕
末
期
）
稿
本
で
は
、
往
来
を
四
ッ
家
↓

一
二
戸
町
中
程
か
ら
長
田
横
町
↓
長
町
↓
材
木
町
・
茅
町
↓
夕
顔
瀕
橋
の
ル
ー
ト
を
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
鹿
角
街
道
の
正
式
な
分
岐
点
は
、
秋
田
街
道
か
ら
分
岐
す
る
も
の
で
、
即

ち
、
夕
顔
瀬
橋
西
詰
を
も
っ
て
起
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
二
年
編
「
岩

手
県
管
轄
地
誌
・
岩
手
郡
之
部
道
路
」
に
、

県
道
一
等
二
属
ス
仁
王
字
四
ッ
家
ニ
テ
函
舘
街
道
ョ
リ
分
岐
シ
下
厨
川
、

上
厨
川
、
大
釜
、
平
石
、
上
野
、
御
明
神
、
橋
場
ヘ
ノ
諸
村
ヲ
経
テ
郡
ノ
西
位
羽
後

鹿
角
街
道

沢
、
大
更
、

戸
郡
二
通
ス

長
九
里
零
弐
町
三
拾
零
間

幅
広
処
五
間
三
尺
狭
処
弐
間

県
道
三
等
二
属
ス
下
厨
川
字
新
田
町
ニ
テ
秋
田
街
道
ョ
リ
北
二
分
岐
シ
滝

田
頭
、
平
舘
、
松
内
、
上
関
、
帷
子
、
寺
田
ノ
諸
村
ヲ
経
テ
陸
奥
国
ニ

長
弐
拾
零
里
零
八
町
四
拾
壱
間

幅
広
処
四
間
狭
所
三
間

と
、
江
戸
時
代
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
管
轄
地
誌
（
岩
手
郡
之
部
）
は
盛
岡
砂
子
の

こ
の
鹿
角
街
道
は
、
現
在
の
夕
顔
瀬
町
二
番
地
内
か
ら
県
道
氏
子
字
・
タ
顔
瀬
線
上
を
北

夕
顔
瀕
町
↓
安
倍
館
町
↓
上
堂
一
丁
目
↓
上
堂
四
丁
目
の
道
筋
で
、
国
道
四
号
線
に
合
致
し

慶
長
十
四
年
（
一
六

0
九
）
削
設
で
あ
る
。
再
―
―
一
の
洪
水
に
よ
っ
て
流
失
し

た
が
、
奥
州
道
中
筋
の
甲
要
な
橋
で
あ
り
、

る
。
高
欄
に
青
銅
擬
宝
珠
を
付
し
た
名
橋
で
、
城
下
町
盛
岡
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
の
擬
宝
珠

の
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
市
原
篤
焉
編
「
篤
焉
家
訓
」
（
天
保
年
中
）
の
品
す
と
こ
ろ
に
よ

一
、
上
ノ
橋

慶
長
十
四
年
十
月

そ
の
都
度
架
橋
修
復
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い

北
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

著
述
者
星
川
正
甫
（
当
時
彼
は
岩
手
県
地
理
掛
）
ら
の
調
杏
記
録
で
あ
る
。

国
仙
北
郡
二
通
ス

秋
田
街
道

一
時
、
馬

四
ッ
家
惣
門
前
北
側
に
所
在
す
る
。
江
戸
時
代
か
ら
代
々
薬
種
業

二
十
間
広
三
間

七
戸
隼
人
直
時

高
一
一
一
千
石

日
時
左
馬
助
屯
家

高
二
百
石

高
三
百
石

と
あ
る
が
、
盛
岡
城
下
絵
図
類
を
検
討
し
て
も
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
川
岸
河
道
の
変
遷
が
考

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
江
戸
後
期
の
寛
政
年
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
は
、
護

岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
橋
長
三
十
間
と
ほ
ぽ
一
定
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

「
岩
手
県
管
轄
地
誌
」
岩
手
郡
之
部
（
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
編
）
に
よ
る
上
ノ
橋

規
模
は
「
長
サ
三
十
間
・
幅
一
二
間

・
t造
。
中
津
川
二
架
シ
函
舘
街
道
二
係
ル
。
明
治
八
年

士
橋
二
架
換
セ
リ
云
々
：
・
・
:
」
と
、
現
橋
は
橋
長
五
三
・
八
五
メ
ー
ト
ル
・
幅
一
三
メ
ー
ト

ル
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
。
木
製
高
欄
に
青
銅
擬
宝
珠
装
着
（
盛
岡
市
管
理
）

四
ツ
家
金
田
一
家

を
営
み
、

そ
の
傍
ら
四
ッ
家
検
断
職
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
家
作
は
表
構
え
は
改
修
さ
れ

て
い
る
が
、
居
問
等
奥
向
用
間
、
十
蔵
等
は
江
戸
時
代
建
築
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

本
町
・
八
日
町

(11現
本
町
通
一
丁
目
・
一
一
丁
目
）
は
盛
岡
城
の
大
手
正
面
筋
で
あ
り
、

城
下
市
日
も
定
め
ら
れ
た
繁
華
街
（
第
2
図
参
照
）
で
あ
る
。
平
均
道
幅
は
四
間
四
尺
五

寸
、
途
中
本
町
地
内
で
小
本
街
道
を
分
岐
し
て
い
る
。

三
戸
町
通
り
か
ら
仁
王
通
り
は
平
均
道
幅
五
間
三
尺
で
あ
っ
た
が
、
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
よ
っ
て
地
域
ぐ
る
み
の
新
し
い
商
店
街
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
現
状
は
一
変
し
た
。
特
に

て
戸
町
は
、
南
部
氏
が
盛
岡
築
城
を
機
会
に
三
戸
住
民
を
移
転
居
住
さ
せ
た
町
と
伝
え
ら

れ
(
d
2
3
)
、
盛
岡
城
下
に
お
い
て
、
最
初
に
市
日
が
定
め
ら
れ
た
町
内
で
あ
っ
た
。

平
均
道
幅
五
間
三
尺
、
盛
岡
城
下
で
主
要
街
道
筋
が
武
家
屋
敷
街
を
経
由
し

て
い
る
の
は
こ
の
仁
王
小
路

(11現
中
央
通
二
丁
目
）
だ
け
で
あ
る
。
地
内
に
天
台
宗
の
岩

梵
山
大
勝
寺
（
領
―
―
一
石
余
•
明
治
廃
寺
）
•
新
山
堂
等
の
社
寺
、
小
路
西
側
に
は
仁
王

御
馬
場
（
現
市
立
桜
城
小
学
校
敷
地
）
な
ど
が
か
つ
て
は
あ
っ
た
が
現
在
は
な
い
。

同 普
譜
奉
行
野
田
弥
右
衛
門
長
時

大

奉

行

橋

長

さ
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夕
顔
瀬
番
所
・
惣
門
跡
城
下
の
屯
要
な
惣
門
の
一
っ
、
雫
石
・
鹿
角
往
還
の
取
締
り

場
所
で
制
札
場
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
道
路
と
な
っ
て
形
跡
も
な
い
。

「
夕
顔
瀬
船
渡
広
四
十
八
間
、

尺
」
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
初
め
て
架
橋
し
て
い
る
。
橋
の
長
さ

五
十
四
間
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
橋
は
北
上
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
寛
文
五
年
（
一

六
六
五
）
・
同
十
年
な
ど
数
次
に
亘
る
落
橋
流
失
に
遇
っ
た
。

深
五

そ
こ
で
、
明
和
二
年
(
-
七

六
五
）
に
な
っ
て
大
向
伊
職
（
盛
岡
藩
御
番
頭
）
設
計
の
中
島
築
造
工
法
に
よ
る
中
継
ぎ
式

士
橋
の
架
設
に
成
功
し
、
今
日
の
夕
顔
瀬
橋
の
基
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
橋
は
、
昭
和

十
五
年
架
橋
の
ク
レ
ー
ン
式
鉄
橋
で
あ
る
。

夕
顔
瀬
橋
の
東
詰
に
常
夜
石
燈
籠
が
一
対
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
二
月
七
日
の
盛
岡
大
火
の
時
、
類
焼
を
免
が
れ
た
材
木
町
住
民
が
、
岩
手
山
の
神

霊
御
加
護
に
よ
る
も
の
だ
と
感
謝
の
意
を
込
め
て
献
燈
し
た
も
の
で
あ
る
。

夕
顔
瀬
橋
西
詰
で
弔
石
街
道
か
ら
分
岐
し
た
鹿
角
街
道
は
、
現
在
県
道
夕
顔
瀬
・
氏
子
橋

線
と
な
っ
て
い
る
。
「
岩
手
県
管
轄
地
誌
岩
手
郡
・
下
厨
川
の
項
」
に
よ
れ
ば
、
「
夕
顔
瀬
片

原
か
ら
滝
沢
村
境
ま
で
長
さ
凡
そ
二
十
六
町
三
十
六
問
、
道
幅
平
均
五
間
」
と
記
さ
れ
て
い

こ
の
区
間
は
、
現
在
は
県
道
の
拡
幅
工
事
に
よ
っ
て
広
く
整
備
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
道
路

も
町
並
も
か
つ
て
の
鹿
角
街
道
の
面
影
は
全
く
な
い
状
態
で
あ
る
。
僅
か
に
夕
顔
瀬
町
地
内

の
道
路
西
側
に
二
問
四
面
の
阿
弥
陀
堂
が
あ
っ
て
、
堂
の
前
に
幕
末
か
ら
明
治
期
の
供
養
碑

る。
夕
顔
瀬
橋

「
南
部
領
総
絵
図
」
（
正
保
図
）
に

塚
ノ
根
一
里
塚

鍋
屋
敷
地
内
の
農
林
省
林
業
試
験
場
構
内
の
松
林
の
中
に
西
側
だ
け

の
一
里
塚
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
道
路
だ
っ
た
部
分
と
東
側
の
塚
は
整
地
さ
れ
て
痕
跡
も
な

遺
構
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

茨
島
調
練
場
跡

で
あ
る
。
現
在
の
道
路
旧
い
東
側
の
農
林
水
産
省
東
北
農
業
試
験
場
の
構
内
に
は
そ
の
台
場

江
戸
時
代
の
茨
島
野
は
旧
盛
岡
藩
の
調
練
場
・
大
筒
試
射
場
の
遺
跡

は
全
く
な
い
。

道
路
拡
張
工
事
並
び
に
宅
地
化
さ
れ
て
消
滅
し
て
い
る
。

蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

安
倍
館
町
内
の
適
路
東
側
一
帯
は
通
称
「
安
倍
館
」
の
遺
跡
で

材
木
町
・
茅
町

城
下
で
は
著
名
な
商
店
街
で
、
多
く
の
蒙
商
も
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
平
均
道
幅
四
間
五
尺
。
茅
町
側
は
狭
い
。
こ
の
通
り
の
店
舗
表
構
え
は
大
部
分
改

変
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
中
に
は
江
戸
期
建
策
の
遺
例
が
若
干
存
在
し
て
い
る
。
材
木
町
に

は
江
戸
前
期
に
滝
沢
村
鵜
飼
か
ら
移
転
し
た
曹
洞
宗
の
水
養
山
永
祥
院
（
陸
奥
一
二
戸
郡
名
川

町
法
光
寺
末
寺
）
が
あ
る
。
宝
暦
の
大
飢
饉
の
時
に
は
、
救
け
小
屋
を
設
置
し
て
施
粥
を
行

な
い
、
餓
死
者
は
境
内
に
埋
葬
供
養
し
て
い
る
。
ま
た
境
内
に
は
伝
説
で
知
ら
れ
る
酒
買
地

た
が
、
周
濠
等
も
原
状
を
良
く
保
っ
て
い
る
。
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
「
奥
州
の
内
安
倍

館
古
城
図
」
（
第
4
図
版
）
に
鹿
角
道
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。

は
、
本
丸
部
分
の
外
涅
か
ら
西
側
に
約
二
十
六
間
、
ま
た
南
館
端
で
約
四
十
八
間
、
外
館
部

こ
れ
に
よ
る
と
、
鹿
角
街
道

分
で
は
約
二
十
一
間
半
の
位
置
を
南
北
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
江

戸
時
代
初
期
の
街
道
筋
は
、
江
戸
後
期
検
地
絵
図
に
よ
る
道
筋
（
現
在
の
県
道
上
）
と
違
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
唯
、
そ
の
改
修
さ
れ
た
実
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
本
絵
図
は
数
少

な
い
江
戸
時
代
前
期
の
貴
重
な
交
通
資
料
の
役
割
も
は
た
し
て
い
る
。

塚
ノ
根
一
里
塚

鹿
角
街
道
の
第
一
番
目
の
一
里
塚
は
、
通
称
「
塚
ノ
根
」
と
呼
ば
れ
、

現
在
の
上
堂
四
丁
目
地
内
（
現
在
東
北
ブ
ル
ド
ー
ザ

l
k
k
敷
地
内
）
に
位
置
し
て
い
た
が

街
道
は
、
国
道
と
一
緒
に
な
っ
て
、
現
在
の
厨
川
一
丁
目
、
更
に
厨
川
三
丁
目
↓
同
五
丁

目
（
以
上
江
戸
時
代
の
茨
島
野
）
、
下
厨
川
字
谷
地
頭
か
ら
鍋
屋
敷
↓
巣
子
に
至
り
、
こ
こ

で
滝
沢
村
巣
子
に
続
い
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
最
近
地
域
の
都
市
化
が
進
ん
で
街
道
の
面
影

碑
高
七
五
セ
ソ
チ
、
碑
幅
三

0
セ
ソ
チ
の
目
然
石
で
あ
る
。

六
月
廿
三
日

正
面

餓
死
供
養
塔

慶
応
元
乙
丑
年

一
部
は
宅
地
開
発
さ
れ

が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
に
飢
饉
の
餓
死
供
養
塔
が
一
基
あ
る
。
碑
文
は
、
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J

の
場
所
に
一
一
基
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。
碑
文
は
、

の
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

二

、

滝

沢

村

る
箇
所
は
殆
ん
ど
な
い
。

し
。
是
よ
り
樹
木
も
何
も
無
原
を
小
道
凡
十
五
里
斗
に
し
て
安
部
館

さ
れ
て
い
る
(it25)0

い
状
態
で
あ
る
。
遺
存
す
る
西
側
塚
の
現
高
ニ
・
五
メ
ー
ト
ル
、
塚
裾
の
東
西
幅
約
七
メ
ー

ト
ル
。
円
形
土
餞
頭
形
で
樹
齢
数
十
年
ほ
ど
の
赤
松
十
数
本
が
植
え
て
あ
る
。
塚
は
良
好
な

保
存
状
態
に
あ
る
。

上
山
守
古
万
延
申
歳
「
両
鹿
角
思
従
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
藩
主
南
部
利
剛
の
一
行
が
「
御

城
下
よ
り
二
里
目
、
須
郷
入
口
「
塚
ノ
根
」
と
申
所
御
立
場
に
て
小
休
憩
」
し
た
こ
と
が
記

嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
七
月
、
松
前
か
ら
の
帰
途
、
鹿
角
街
道
を
南
下
す
る
行
程
を
と

っ
た
松
浦
武
四
郎
は
、
そ
の
「
鹿
角
日
誌
」
中
、
八
月
三
日
付
、
滝
沢
村
ス
ゴ
ウ
の
項
に
、

「
ス
ゴ
ウ

従
二
本
木
村
一
小
道
二
十
リ
。
此
問
樹
木
壱
本
も
無
。
人
家
二
軒
有
。

り
の
為
二
立
置
る
A

よ
し
。
家
の
前
二
小
川
有
。
此
川
山
の
南
よ
り
流
る
侍
二
田
村
将
軍
社

小
祠
也
。
小
き
鳥
居
を
立
た
り
。
惣
而
此
間
田
士
頭
よ
り
厭
（
厨
）
川
二
到
る
迄
道
二
樹
木

と
云
も
の
無
、
只
小
草
の
原
也
。
実
二
夏
は
暑
く
冬
は
さ
む
く
海
内
無
比
之
難
所
と
も
云
ベ

存
セ
リ
：
．．．． 
」

此
処
少
し
城
郭
之
跡

茨
島
野
か
ら
一
本
木
野
に
か
け
て
の
街
道
の
状
況
を
察
知
出
来
る
も
の
で
あ
る
（
汗
26)
。
現

在
は
国
道
二
八
二
号
線
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
て
し
ま
い
、

旧
街
道
の
道
筋
と
し
て
確
認
出
来

巣
子
地
内
に
若
干
街
道
並
木
の
遺
存
が
あ
る
。
盛
岡
市
境
か
ら
約
二
、
八

0
0米
で
「
分

れ
」
の
地
点
に
至
る
。
こ
こ
ま
で
の
街
道
筋
は
全
く
形
跡
が
失
わ
れ
て
い
る
。

「
分
れ
」
は
明
治
期
に
な
っ
て
賂
備
さ
れ
た
新
陸
羽
街
道
（
国
道
四
号
線
・
舟
田
橋
・
玉

山
村
渋
民
に
至
る
）
と
鹿
角
街
道
の
分
岐
点
で
、
更
に
滝
沢
鵜
飼
の
本
村
へ
通
じ
、

い
た
わ

ま
た
、

信
仰
の
山
「
岩
鷲
山
参
道
」
の
柳
沢
入
口
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
「
分
れ
」

（
右
側
面
）

（
左
側
面
）

奉
納
正
一
位
田
村
大
明
神

五
月
吉
日

左
お
ん
山
道

安
政
三
丙
辰
五
月
吉
祥
日

碑
高
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
石
幅
四
四
セ
ン
チ
の
四
角
柱
形
の
石
碑
で
あ
る
。
岩
手
山
頂
御

鉢
廻
り
奉
納
一
二
十
三
観
音
石
仏
建
置
の
講
連
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
分
れ
」
地
内
か
ら
北
上
す
る
鹿
角
街
道
は
、
現
在
国
道
二
八
二
号
線
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
来
の
江
戸
時
代
の
街
道
は
、
通
称
一
本
木
野
の
原
野
の
中
を
通
っ
て
い

た
。
現
在
そ
の
部
分
は
公
共
農
地
等
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
街
道
第
二
番
目
の
一
里
塚
が
岩

手
県
立
種
畜
牧
場
構
内
の
農
場
に
塚
部
分
だ
け
林
と
な
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
街
道
の
道

筋
は
農
地
と
な
っ
て
痕
跡
も
な
い
。
こ
の
一
里
塚
は
「
菊
塚
」
と
称
し
て
い
る
。

両
塚
共
ほ
ぽ
円
形
土
鰻
頭
形
に
築
か
れ
て
お
り
、
現
在
灌
木
が
繁
茂
し
て
い
る
。

一
本
木
野
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
松
浦
武
四
郎
「
鹿
角
日
誌
」
で
往
時
の
概
況
を
伺
う
こ

と
が
出
来
る
が
、
現
在
は
農
業
開
発
が
進
ん
で
様
相
は
一
変
し
て
い
る
。
旧
道
は
、
現
在
の

部
落
の
東
側
に
あ
っ
た
。
道
筋
は
農
地
と
灌
木
続
き
の
原
野
で
あ
る
。
今
の
一
本
木
部
落
は

現
在
国
道
二
八
二
号
線
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
町
並
と
な
っ
て
い
る
。
高
山
彦
九
郎
「
北
行
日

（二） 碑
高
一

•
O
ニ
メ
ー
ト
ル
、
石
幅
五
五
セ
ン
チ
の
自
然
石
で
あ
る
。

日

（
正
面
）

（
正
面
）

あ
り
。

米
屋
万
助
以
下
九
名
寄
進
者
名
連
署
、
石
工
藤
吉
の
刻
名

左

柳

沢

道

巌
鷲
山

右
者
か
つ
の
道

五
穀
成
就

文
化
四
年
右
か
つ
の
道
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在
の
国
道
二
八
二
号
線
沿
い
に
東
側
・
西
側
と
蛇
行
交
差
し
て
、

い
る
。

沢
村
・
簗
川
村
に
そ
の
類
例
が
あ
る
。

と 記
」
寛
政
二
年
九
月
―
―
―
日
付
の
項
に

・
・
・
・
・
・
田
頭
よ
り
大
道
二
里
、

と
し
て
居
る
。
：
・
・
：
中
略
：
・
：
・

替
る
事
な
し
六
里
が
原
を
過
る
心
ち
そ
す
る
。
正
北
に
七
時
雨
見
ゆ
正
東
に
姫
か
岳
見

ヘ
ぬ
。
云
々

一
本
ソ
木
と
て
家
数
十
八
軒
無
年
貢
に
て
旅
人
通
行
の
助

此
辺
よ
り
正
西
に
岩
鷲
山
を
見
る
に
浅
間
山
の
形
に

一
本
木
部
落
付
近
は
耕
地
が
少
な
く
、
家
業
を
街
道
の
旅
人
の
手
問
助
け
で
稼
ぎ
、
夫

伝
馬
役
で
無
年
貢
役
の
扱
い
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
村
ご
と

交
通
業
務
に
従
事
す
る
村
役
の
事
例
は
、
盛
岡
領
内
で
は
閉
伊
街
道
筋
の
根
田
茂
村
・
砂
子

一
本
木
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
火
災
等
が
あ
っ
て
、
ま
た
新
道
の
改
良
整
備
に
伴
な
い
部

落
が
漸
次
現
状
の
よ
う
に
移
転
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
道
沿
い
は
廃
れ
て
今
日
に
至
っ
て

一
本
木
地
内
に
一
里
塚
と
推
定
さ
れ
る
小
丘
状
土
盛
り
を
滝
沢
村
教
育
委
員
会
の
案
内
で

実
地
を
調
査
し
た
が
、
形
状
が
著
し
く
損
じ
て
お
り
不
明
の
点
が
あ
っ
て
今
回
の
調
査
で
は

一
里
塚
と
判
断
出
来
兼
ね
た
。

総
じ
て
「
分
れ
」
地
点
以
北
の
滝
沢
村
で
、
西
根
町
境
に
至
る
江
戸
時
代
の
街
道
は
、
現

泉
利
用
の
養
鱒
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
見
し
て
保
存
の
良
さ
を

感
じ
た
が
踏
査
の
結
果
、
宅
地
化
よ
り
も
大
規
模
営
農
化
と
造
林
事
業
等
の
開
発
に
よ
っ
て

一
部
し
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。

生
出
に
岩
手
山
を
水
涼
と
し
て
伏
流
し
た
生
出
悌
泉
が
街
道
東
側
に
あ
る
。
厨
川
通
古
絵

図
に
も
図
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
旅
人
の
し
ば
し
憩
い
の
場
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
星
川
正
甫
「
封
内
道
中
記
初
草
」
に
記
さ
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
こ
れ
が
源

細
越
地
内
に
一
里
塚
が
存
在
し
た
が
、
東
北
高
速
自
動
車
道
工
事
に
よ
っ
て
付
近
一
帯
は

変
貌
し
、
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
滝
沢
村
ま
で
が
、
江
戸
時
代
の
行
政
区
「
厨
川
通
」
に
属
し
て
い
た
。

0
南
無
阿
弥
陀
仏

る
。
碑
文
は

ひ
た
り

み
ぎ
り

三
、
西

大
更
字
松
川
地
内
の
「
乎
笠
道
」
分
岐
道
路
端
の
草
む
ら
の
中
に
、
文
化
六
年
(
-
八

0

碑
高
一

•
O
メ
ー
ト
ル
、
石
幅
四

0
セ
ソ
チ
の
自
然
石
で
、
摩
耗
の
た
め
に
左
側
二
文
字

こ
の
道
標
か
ら
間
も
な
く
、
通
称
「
お
せ
渡
り
」
地
内
で
国
立
公
園
内
岩
手
山
・
八
幡
乎

支
稜
を
椋
流
と
す
る
松
川
の
川
岸
に
出
る
。
土
橋
は
河
道
の
変
化
に
よ
っ
て
若
干
相
違
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
川
岸
の
道
筋
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
松
川
の
北
岸
か

ら
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
坂
を
登
っ
た
道
路
端
に
道
標
が
あ
る
。
碑
文
に
、

左
て
ん

□

口

現
高
九
五
セ
ソ
チ
、
石
幅
一
二
五
セ
ン
チ
で
、
下
部
の
文
字
は
判
読
出
来
兼
ね
た
。
思
う
に

「
右
大
更
道
・
左
て
ん
頭
道
」
で
あ
ろ
う
か
。
鹿
角
街
道
の
田
頭
駅
所
へ
の
方
向
と
大
更
へ

至
る
分
岐
点
の
道
標
で
あ
る
。

こ
の
場
所
に
は
、
他
に
も
二
十
三
夜
塔
・
湯
殿
山
（
万
延
三
年
三
月
八
日
記
銘
）
等
の
供

養
碑
が
並
ん
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
き
の
田
頭
地
内
ま
で
は
、
松
川
土
地
改
良
区
に
よ
る
圃

場
柩
備
事
業
に
よ
っ
て
旧
状
は
殆
ん
ど
失
な
わ
れ
て
い
る
。
途
中
、
田
頭
字
新
館
地
内
か
ら

寄
木
方
面
へ
の
街
道
端
西
側
の
分
岐
点
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
七
月
建
立
の
道
標
が
あ

自
然
石
で
、
碑
高
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
石
幅
九

0
セ
ン
チ
、
こ
の
石
碑
の
脇
に
小
さ
な
百
万

右
大
更
口

が
判
読
出
来
な
い
。

て
ん
と
ふ
み
ち

よ
り
ぎ
む
ら

〇

左
ハ

□

口
道

右

ハ

山

道

九）

0
月
建
立
の
追
分
碑
が
あ
る
。
碑
文
は
、

根

町
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餐
塔
が
あ
る
（
第

12
図）。

所
と
し
て
の
面
影
は
全
く
な
い
。

一
里
所
・
馬
継
所
跡
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
盛
岡
藩

田
頭
の
町
内
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
文
化
十
四
年
(
-
八
一
七
）
建
立
の
道
標
が
道
の
西

側
高
台
に
あ
る
。
道
路
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
は
出
羽
三
山
供
蓑

鹿
角
街
道
の
沿
道
に
所
在
す
る
道
標
を
一
覧
す
る
と
、
城
下
盛
岡
か
ら
北
進
す
る
方
面
に

対
す
る
案
内
が
刻
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
あ
っ
て
、
鹿
角
方
面
か
ら
南
下
し
て
盛
岡

方
向
に
案
内
す
る
道
標
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
道
標
と
安
代
町
軽
井
沢
部
落

の
「
左
は
寺
田
道
」
（
年
号
な
し
）
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
本
道
中
に
関
す
る
貴
屯

（
右
側
面
）

（
左
側
面
）

田
頭
は
、
盛
岡
か
ら
の
最
初
の
宿
場
で
あ
る
。
現
在
は
、
町
並
も
賂
備
さ
れ
て
昔
日
の
駅

主
南
部
利
剛
が
領
内
巡
見
の
折
、
本
陣
の
堀
野
屋
権
兵
衛
宅
・
下
陣
山
田
屋
藤
蔵
宅
も
判
然

と
し
な
い
。
火
災
等
非
常
時
に
御
立
除
仮
本
陣
に
指
定
さ
れ
た
東
慈
寺
は
、
本
通
り
の
西
方

約
四

0
0米
の
場
所
に
あ
る
。
同
寺
境
内
に
は
文
化
三
年
(
-
八
一
六
）
建
立
の
飢
饉
死
供

街
道
は
、

田
頭
城
跡
の
裾
部
を
東
側
へ
迂
日
す
る
よ
う
に
、
字
新
町
地
内
に
あ
る
稲
荷
神

社
の
前
の
坂
道
を
平
館
方
向
へ
谷
地
田
に
至
る
。
こ
の
区
間
五

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
街
道

の
景
観
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
谷
地
田
は
旧
村
境
で
街
道
脇
に
川
原
石
を
梢
み
「
塞
の
神
」

道
祖
神
を
祀
る
塚
が
あ
り
、
文
化
四
年
(
-
八

0
七
）
建
立
の
供
蓑
碑
が
あ
る
。

碑
高
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
石
幅
約
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

盛
岡
道

羽
黒
山

（
正
面
）

梵

字

湯

殿

山

供

養

月
山

平
笠
道

な
交
通
賓
料
で
あ
る
。
碑
文
は
、

碑
で
、
左
側
面
に
「
盛
岡
通
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

辺
供
養
塔
一
基
が
あ
る
。

筋
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

原
形
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
（
現
在
町
指
定
）
。

大
更
の
道
筋
は
新
田
開
発
後
設
定
さ
れ
た
道
筋
で
脇
道
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
山
彦
九

一
泊
し
て
田
頭
の
本
道
筋
を
南
下
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
注
24)
。

平
館
地
内
に
入
っ
て
、
西
根
町
立
総
合
体
育
館
付
近
か
ら
東
へ
国
道
二
八
二
号
線
、
国
鉄

花
輪
線
を
横
断
し
、
現
在
の
平
館
の
市
街
地
に
は
入
ら
な
い
で
、
東
側
に
大
き
く
そ
れ
て
堀

切
に
至
る
の
が
昔
の
道
で
あ
る
。
こ
の
区
間
の
街
道
筋
は
部
分
的
に
遺
存
し
て
い
る
。
途

中
、
旧
野
口
道
の
分
岐
点
道
端
に
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
四
月
建
立
の
湯
殿
山
、
寛
政
十

二
年
(
-
八

0
0
)
の
庚
申
塔
が
あ
っ
て
、
道
標
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

平
館
に
は
西
根
町
役
場
が
所
在
し
、
今
は
西
部
岩
手
郡
地
域
の
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
。

特
に
寺
田
ル
ー
ト
の
旧
道
が
、
明
治
に
な
っ
て
出
来
た
新
津
軽
街
道
（
現
国
道
二
八
二
号
線
）

に
き
り
替
り
、
更
に
県
道
沼
宮
内
線
の
分
岐
点
、

ま
た
大
蔵
院
支
配
岩
手
山
平
笠
口
の
参
道

に
あ
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
明
治
後
半
以
降
飛
躍
的
に
発
達
し
た
町
で

あ
る
。
尤
も
町
の
西
方
丘
陵
に
所
在
す
る
平
館
城
は
、
中
世
に
お
け
る
こ
の
地
方
の
爪
要
な

拠
点
で
、
歴
史
的
由
緒
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
衆
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
(if28)
。

乎
館
字
山
崎
地
内
の
一
里
塚
は
、
左
右
両
塚
共
個
人
所
有
地
の
畑
の
中
に
あ
っ
て
、
概
ね

東
側
塚
・
西
側
塚
共
に
高
さ
二

•
O
メ
ー
ト
ル
。
塚
裾
部
の
東
西
幅
五
メ
ー
ト
ル
。
両
塚

頂
部
の
間
隔
は
一
八
メ
ー
ト
ル
、
道
路
は
大
部
柏
備
さ
れ
て
お
り
、
幅
員
等
旧
状
は
不
明
。

堀
切
地
内
の
街
道
筋
は
、
現
在
水
田
地
帯
の
中
を
直
線
的
に
寺
田
地
内
に
至
る
が
、
こ
の

沼
路
の
東
方
へ
約
一
、
―

10
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
は
堀
切
部
落
が
あ
っ
て
、
中
世
の
館
跡
で

あ
る
堀
切
城
跡
が
叩
ま
れ
(
d
2
9
)
、
近
世
初
期
ま
で
は
、
こ
の
堀
切
か
ら
寺
田
に
至
る
古
い
道

平
館
地
内
か
ら
卜
illJ
、
さ
ら
に
七
時
雨
山
の
「
車
の
走
峠
」
に
至
る
江
戸
時
代
の
ル
ー
ト

は
、
明
治
二
十
年
代
以
降
新
国
道
の
設
骰
に
伴
な
い
、
桔
幹
街
道
と
し
て
の
性
格
を
失
な
い

漸
次
す
た
れ
て
逆
に
街
道
筋
の
昔
の
風
情
が
遺
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
町

内
及
び
広
域
産
業
行
政
の
事
業
推
進
に
よ
っ
て
、
画
場
賂
備
や
山
岳
地
帯
の
大
規
模
牧
野
の

開
発
並
び
に
観
光
開
発
に
関
連
し
て
、
町
内
の
道
路
網
の
格
備
が
は
か
ら
れ
、
特
に
寺
田
地

郎
は
大
更
に
入
り
、

28 



存
在
は
こ
れ
を
裏
書
す
る
貴
屯
な
資
料
で
あ
る
。

四

、

安

代

町

特
に
民
俗
信
仰
上
と
歴
史
的
遺
跡
と
し
て
特
記
し
た
い
。

が
あ
っ
た
こ
と
が
品
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
無
い
。

）
の
地
点
か
ら
「
車
ノ
走
峠
」
ま
で
は
急
峻
な
坂
続
き
で
、

一
里
塚
跡
」
の
標
柱
が
設
骰
さ
れ
て
い
る
。

十
月
一
日
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

る。

の
風
雪
雨
の
難
骰
を
救
う
休
み
場
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

内
の
街
道
筋
は
、
県
道
田
代
線
道
路
改
良
工
事
に
よ
っ
て
原
状
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

寺
田
は
駅
前
の
場
所
で
あ
る
。
馬
継
所
・
一
里
所
、
更
に
御
銅
山
宿
が
定
め
ら
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
そ
の
内
御
銅
山
宿
跡
は
確
認
出
来
た
。
前
述
の
藩
主
南
部
利
剛
の
領

内
巡
察
の
折
の
本
陣
は
柏
屋
平
右
西
門
宅
、
下
陣
は
百
姓
乎
次
郎
方
、
御
立
除
場
は
聖
幅
寺

に
定
め
ら
れ
て
い
た
（
現
在
不
詳
）
。
聖
福
寺
に
は
白
坂
観
音
を
遷
座
し
た
観
音
堂
が
境
内

に
あ
る
。
寺
に
岩
手
県
指
定
文
化
財
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
一
体
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

上
寺
田
地
内
街
道
脇
に
青
面
金
剛
・
巌
鷲
山
・
ニ
十
ぞ
夜
の
堂
々
た
る
供
餐
碑
（
年
号
不

明
）
が
あ
る
。
ま
た
同
地
内
で
田
中
川
の
流
れ
に
近
い
適
路
端
に
天
明
二
年
（
一
七
八
―
-
）

田
中
川
橋
を
過
ぎ
て
直
ぐ
字
伊
ヶ
沢
地
内
で
、
道
の
東
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
地
点

を
通
称
「
道
寺
の
坂
」
と
い
い
、
地
内
に
鎌
倉
期
の
五
輪
塔
の
残
存
が
保
存
（
西
根
町
指
定

字
伊
ヶ
沢
地
内
の
野
ロ
一
里
塚
は
破
壊
さ
れ
て
痕
跡
も
な
く
、
現
在
畑
地
と
な
っ
て
い

字
新
田
地
内
の
一
里
塚
は
、
開
田
の
た
め
消
滅
し
た
。
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
「
新
田

新
田
地
内
か
ら
白
坂
観
音
薬
師
堂
の
あ
る
こ
ん
も
り
と
し
た
山
が
唱
ま
れ
る
。
白
坂
観
音

は
奥
州
三
十
三
観
音
三
十
一
番
の
札
所
で
あ
る
。
別
記
の
通
り
、
寺
田
地
内
聖
福
寺
境
内
に

移
転
し
て
、
現
在
そ
の
境
内
跡
地
が
荒
廃
し
た
状
態
で
遺
存
し
て
い
る
。
代
か
に
小
祠
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
白
坂
観
音
に
つ
い
て
は
、
そ
の
縁
起
に
平
安
期
開
創
と
伝
え
ら
れ
る
。
境

内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
（
平
安
期
・
岩
手
県
指
定
文
化
財
•
第

9

図
版
）
の

白
坂
か
ら
約
一
―

10
0
メ
ー
ト
ル
程
県
道
田
代
線
を
の
ぽ
る
と
、
左
へ
街
道
は
分
岐
し
て
匝

ぐ
染
田
川
橋
を
わ
た
る
。
こ
こ
か
ら
約
＝
―
-
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
七
時
雨
山
行
程
は
尾
根
沿
い
の

急
坂
で
難
所
続
き
の
山
道
で
あ
る
。
そ
し
て
「
留
ノ
沢
一
里
塚
」
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の

区
間
の
標
高
差
は
約
二
七

0
1八
0
米
に
達
す
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
白
坂
地
内
か
ら
新
設

山
道
と
な
っ
て
い
る
。

一
里
塚
か
ら
約
四

0
0
メ
ー
ト
ル
で
助
小
屋
跡
に
至
る
。
往
時
旅
人

文
化
財
）
さ
れ
て
い
る
。

「
留
の
沢
一
里
塚
」
を
過
ぎ
て
街
道
は
再
び
登
り
坂
と
な
っ
て
、

二
月
二
十
三
日
建
立
庚
申
塔
が
あ
る
。

岩

鷲

山

左

不

動

江

金
毘
羅
山

（
正
面
[
)

不
動
明
王
右
か
つ
の
江

る。

一
部
は
現
在
七
時
雨
登

の
産
業
自
動
車
道
が
あ
っ
て
、
西
側
を
大
き
く
迂
日
し
て
通
っ
て
い
る
た
め
、

旧
道
の
方
は

「
留
の
沢
一
里
塚
」
（
西
根
町
指
定
文
化
財
）
付
近
は
丁
度
尾
根
鞍
部
の
部
分
に
あ
た
り
平

坦
地
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
所
か
ら
は
安
代
町
の
桜
松
神
社
・
名
勝
不
動
滝
へ
至
る
沢
道
が
あ

こ
の
場
所
に
天
保
三
年
(
-
八
―
―
-
―
-
）
四
月
三
日
付
建
立
の
道
標
が
あ
る
。

現
高
一
•
四
メ
ー
ト
ル
、
石
輻
―
―-
0
セ
ソ
チ
の
角
石
柱
で
あ
る
。

高
山
彦
九
郎
も
七
時
雨
越
え
で
風
烈
し
く
難
儀
し
た
様
子
が
「
北
行
日
記
」
（
寛
政
二
年

マ
ダ
の
原
生
樹
林
の
中
を
道

が
行
く
。
「
車
ノ
走
峠
」
に
は
数
力
所
に
及
ぶ
塚
状
に
石
積
み
さ
れ
た
場
所
が
あ
る
。
「
塞
ノ

神
」
積
石
群
で
、
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
山
彦
九
郎
「
北
行
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
鳥
居

こ
の
地
は
、
「
流
因
道
」
の
道
筋
で
あ
り
、

岩
手
郡
と
陸
奥
二
戸
郡
樟
に
当
っ
て
い
て
、

峠
付
近
の
道
筋
は
安
代
町
側
に
つ
い
て
も
道
の
保
存
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。

「
車
ノ
走
峠
」
か
ら
程
近
い
高
清
水
地
内
の
道
脇
に
、
安
永
九
年
（
一
七
八

0
)
一
一
月
二

ほ
ぽ
原
状
で
保
存
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
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宮
野
屋
喜
兵
衛
宅
・
下
陣
は
宮
野
屋
新
七
宅
）
。

十
九
日
付
建
立
の
地
蔵
供
養
碑
一
甚
が
あ
る
。
こ
の
先
の
山
道
沿
い
に
は
西
根
町
側
と
同
様

に
マ
ダ
の
原
生
林
帯
が
続
き
、
、
街
道
は
そ
の
中
を
経
て
下
り
坂
と
な
る
。
道
中
記
に
は
七
時

七
時
雨
山
の
西
側
に
あ
た
る
安
代
町
側
中
腹
は
、
樹
木
少
な
い
急
傾
斜
の
原
野
続
き
で
眺

望
は
実
に
す
ば
ら
し
い
。
所
々
灌
木
部
分
は
あ
る
が
草
原
状
の
斜
面
で
道
筋
は
判
然
と
せ

ず
、
或
い
は
、
適
宜
格
好
の
場
所
を
往
来
し
た
部
分
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
即
ち
山
麓

方
向
に
斜
面
を
数
条
の
道
筋
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
中
腹
高
畑
地
内
、
通
称
南

台
と
い
う
牧
野
の
中
に
ほ
ぽ
原
形
の
ま
ま
の
一
里
塚
一
対
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

「
七
時
雨
一
里
塚
」
（
安
代
町
指
定
文
化
財
）
で
あ
る
。
塚
の
規
模
は
高
さ
一
・
八
メ
ー
ト

ル
、
塚
の
東
西
裾
部
幅
約
七
メ
ー
ト
ル
。
両
塚
頂
部
の
距
離
は
一
三
・
七
メ
ー
ト
ル
。
両
塚

砂
岩
質
の
自
然
石
で
、
高
さ
七

0
セ
ン
チ
、
石
幅
二

0
セ
ン
チ
の
小
型
の
追
分
碑
で
盛
岡
方

向
へ
の
道
標
で
あ
る
。

荒
屋
新
町
の
町
並
に
入
る
手
前
に
白
山
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
安
代
町
内
に
は
殆
ん
ど
の

部
落
毎
に
八
幡
社
と
観
音
堂
が
あ
り
、

ま
た
馬
に
関
係
す
る
蒼
前
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、

蒼
前
社
が
必
ず
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
例
外
的
に
こ
こ
に
馬
に
関
連
し
た
白
山
信
仰
の
社
堂

が
あ
る
こ
と
は
特
記
し
た
い
。
蛇
足
だ
が
、
穀
倉
米
代
川
流
域
に
位
置
す
る
旧
田
山
地
域
に

は
以
上
に
加
え
て
、
各
部
落
に
稲
荷
社
の
祠
が
目
立
つ
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

幕
末
の
万
延
元
年
頃
は
、
荒
屋
新
町
の
家
数
は
四
十
九
軒
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
町
の
町
並

は
、
整
備
さ
れ
て
江
戸
時
代
の
宿
場
の
面
影
は
な
い
。
往
時
か
ら
こ
の
地
方
の
特
産
で
あ
る

木
地
も
の
、
漆
器
類
を
中
心
と
し
た
市
日
が
定
め
ら
れ
て
繁
昌
し
た
町
で
あ
る
。
現
在
で
は

駅
所
等
の
交
通
関
係
の
駅
所
等
の
所
在
跡
も
詳
ら
か
で
な
い
（
南
部
利
剛
巡
察
時
の
本
陣
は

左
ハ
寺

田

右
ハ
桜
松
神
社

道

七
時
雨
山
麓
の
部
落
に
入
っ
て
、
道
端
に
道
標
一
甚
が
あ
る
。
碑
文
は
、

裾
間
隔
は
五
メ
—
ト
ル
で
、
こ
れ
が
道
の
幅
員
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

雨
山
路
は
登
り
一
里
半
・
下
り
一
里
半
と
記
さ
れ
て
い
る
。

田
山
側
に
「
塞
ノ
神
」
の
小
祠
が
祀
ら
れ
て
あ
る
。

「
曲
田
一
里
塚
」
（
安
代
町
指
定
文
化
財
）
は
若
干
損
壊
し
て
い
る
が
一
対
共
保
存
さ
れ
て

い
る
。
塚
に
は
雑
木
が
繁
茂
し
て
い
る
。
塚
高
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
塚
裾
部
東
西
経
約
五
メ

梨
木
峠
（
江
戸
期
資
料
は
「
梨
子
木
峠
」
）
の
旧
新
町
側
は
陸
中
国
に
属
し
（
江
戸
時
代

の
行
政
区
は
「
福
岡
通
」
）
、

旧
田
山
村
側
は
陸
奥
国
（
同
上
行
政
区
は
「
花
輪
通
」
に
所
属

す
）
で
そ
の
国
界
峠
で
あ
る
。
峠
は
安
比
川
・
米
代
川
の
分
水
嶺
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
峠
付
近
の
道
筋
は
現
在
は
全
く
の
廃
道
で
、
灌
木
の
中
に
続
い
て
い
る
。

曲
田
部
落
か
ら
梨
木
峠
を
経
て
田
山
側
の
越
戸
・
苗
代
沢
部
落
、
更
に
田
山
町
内
ま
で
は

ー
ト
ル
で
あ
る
。

あ
っ
て
、
こ
れ
を
結
ん
で
い
る
ル
ー
ト
は
古
い
道
筋
と
思
料
さ
れ
た
。

曲
田
部
落
か
ら
五
日
市
部
落
に
至
る
道
筋
は
、
現
在
の
道
路
か
ら
一
段
高
い
台
地
を
通
っ

て
い
て
比
較
的
保
存
は
良
い
。
こ
の
五
日
市
及
び
途
中
の
有
矢
野
部
落
に
に
中
世
の
館
跡
が

道
・
左
は
鹿
角
道
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

市
街
地
の
道
筋
は
改
変
さ
れ
て
い
る
。
旧
道
は
町
立
生
活
改
善
セ
ソ
ク
ー
北
側
の
山
裾
斜

面
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
「
新
町
一
里
塚
」
（
安
代
町
指
定
文
化
財
）
で
、
一
対
が
ほ
ぽ

原
状
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
松
や
雑
木
な
ど
灌
木
が
寄
生
す
る
急
斜
面
の

位
置
に
、
地
形
を
巧
み
に
活
か
し
、
斜
面
上
部
の
塚
は
小
規
模
に
、
そ
し
て
下
方
の
塚
は
大

き
い
士
盛
り
で
あ
る
。
両
塚
裾
部
の
間
隔
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
街
道
の
道

幅
は
山
道
・
里
道
と
で
は
地
形
と
場
所
に
よ
っ
て
一
定
せ
ず
広
狭
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
一
里
塚
付
近
か
ら
村
道
曲
田
線
ま
で
の
道
筋
は
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
原
状
が

確
認
出
来
る
。

新
町
は
、
浄
法
寺
を
経
て
福
岡
に
至
る
今
一
方
の
鹿
角
街
道
の
分
岐
点
で
あ
る
。
本
道
筋

は
曲
田
部
落
が
分
岐
点
と
な
る
（
第
18
図
版
参
照
）
け
れ
ど
も
、
こ
の
道
筋
は
、
町
の
北
は

ず
れ
か
ら
直
接
里
道
（
現
在
の
国
道
二
八
二
号
線
上
）
が
あ
っ
て
五
日
市
部
落
に
至
る
も
の

で
、
万
延
元
年
南
部
利
剛
が
巡
察
の
場
合
も
浄
法
寺
に
至
る
道
中
を
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

前
掲
の
上
山
守
古
「
両
鹿
角
慇
従
日
記
」
に
、

「
荒
屋
よ
り
二
丁
程
、
追
分
、
右
は
浄
法
寺
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財）。
部
分
的
で
は
あ
る
が
街
道
の
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
明
治
二
十
年
代
以

降
、
岩
手
県
当
局
に
よ
っ
て
鹿
角
街
道
ル
ー
ト
の
改
修
工
事
が
施
行
さ
れ
、
新
梨
木
峠
道
が

出
来
、
江
戸
時
代
の
旧
道
は
利
用
が
な
く
な
り
漸
次
廃
れ
て
行
っ
た
。
同
一
二
十
四
年
以
後
は

更
に
新
津
軽
街
道
（
現
国
道
二
八
二
号
線
）
が
出
来
た
。
即
ち
、
荒
屋
新
町
か
ら
五
日
市
↓

目
名
市
↓
戸
沢
↓
貝
梨
峠
↓
苗
代
沢
↓
田
山
ま
で
の
新
規
路
線
が
完
成
し
て
、
馬
車
も
通
っ

て
便
利
と
な
り
、
在
来
の
曲
田
か
ら
梨
木
峠
経
由
の
ル
ー
ト
は
裏
道
と
な
っ
て
、
安
代
町
の

「
苗
代
沢
一
里
塚
」
（
安
代
町
指
定
文
化
財
）
は
台
地
上
の
雑
木
林
の
中
に
西
側
の
塚
だ
け

が
一
基
あ
る
。
塚
高
一
•
五
メ
ー
ト
ル
、
塚
裾
東
西
幅
が
約
五
メ
ー
ト
ル
で
、
塚
上
に
灌
木

が
繁
茂
し
て
い
る
。
東
側
の
塚
は
里
道
の
拡
幅
工
事
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。

田
山
の
町
に
入
っ
て
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
庚
申
塔
一
基
が
あ
る
。
銘
文
に
「
明

金
沢
惣
右
衛
門
・
八
幡
源
右
衛
門
」
の
寄
進
銘
が
あ

る
。
高
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
一
一
一
段
の
基
石
上
に
青
面
金
剛
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

田
山
は
米
代
川
沿
い
に
発
達
し
た
小
盆
地
で
、

旧
田
山
村
役
場
所
在
地
で
あ
る
。
部
落
の

西
側
台
地
に
は
上
館
・
中
館
・
下
館
か
ら
な
る
田
山
館
跡
が
あ
る
。
中
世
田
山
氏
の
本
拠
地

田
山
は
万
延
元
年
に
は
家
数
六
十
軒
、
駅
所
・
一
里
所
（
所
在
位
置
不
詳
）
が
設
置
さ
れ

て
い
た
が
、
部
落
の
大
火
で
町
並
は
近
代
的
に
整
備
さ
れ
て
、
江
戸
時
代
の
面
影
は
全
く
な

万
延
元
年
、
藩
主
南
部
利
剛
の
巡
察
の
本
陣
は
花
輪
通
御
給
人
米
川
林
治
宅
、
下
陣
は
木

地
挽
孫
右
衛
門
宅
、
御
立
除
場
は
地
蔵
寺
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

下
モ
川
原
八
幡
家
は
、
橘
南
渓
著
「
東
遊
記
」
後
編
巻
一
盲
暦
の
条
に
記
さ
れ
た
田
山
の

め
く
ら
暦
の
板
元
で
あ
り
、
そ
の
版
印
が
一
括
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
（
安
代
町
指
定
文
化

こ
の
地
方
で
は
最
も
祭
礼
が
盛
ん
で
あ
っ
た
田
山
稲
荷
神
社
、

い
状
態
で
あ
る
。

ま
た
古
い
由
緒
を
も
つ
地

る。 こ
。f
 

と
伝
え
て
い
る
。

方
で
は
珍
し
い
丁
寧
な
出
来
で
あ
る
。

一
、
御
小
休

和
二
年
乙
酉
六
月
十
五
日
奉
供
養

右
披
露
之

交
通
事
情
は
全
く
一
変
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

前
掲
上
山
守
古
「
両
鹿
角
厘
従
日
記
」
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
記
す
と
、

の
で
あ
る
が
、
難
所
が
多
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

町
文
化
財
）
は
地
方
史
研
究
上
の
貴
重
な
金
石
文
で
あ
る
。

蔵
寺
が
田
山
館
の
一
廓
に
あ
る
。
両
社
寺
の
境
内
に
若
干
の
供
養
碑
が
残
っ
て
い
る
。
特
に

地
蔵
寺
本
堂
脇
に
あ
る
延
文
二
年
(
-
三
五
七
）
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
碑
（
安
代
町
指
定

田
山
地
内
か
ら
現
在
の
秋
田
県
境
ま
で
は
、
米
代
川
沿
い
の
峡
谷
を
下
流
に
向
っ
て
続
く

一
、
物
留
御
番
所
在
之
左

折
壁
御
番
所
御
番
人

吉
嶋
兼
司

一
、
同
所
よ
り
二
三
町
行
、
米
代
川
端
に
て
左
り
宇
坪
と
申
欠
道
有
之
道
端
狭
く
難
渋
之

処
也
。
同
蛇
石
原
右
之
方
川
向
に
天
狗
森
と
申
在
之
、
夫
よ
り
四
五
丁
行
き
下
り
山

と
申
川
岸
に
て
道
幅
至
て
狭
く
左
右
小
岩
に
て
道
わ
ろ
し
。
天
狗
森
よ
り
の
続
き
の

山
数
々
在
之
十
七
平
と
云
゜

田
山
よ
り
一
里
半
左
比
内
村

と
、
田
山
と
湯
瀬
間
の
米
代
川
沿
い
の
道
筋
は
難
所
続
き
の
悪
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
現
状
は
国
道
が
整
備
さ
れ
て
旧
状
は
推
察
出
来
な
い
程
で
あ
る
。

「
花
輪
通
通
行
図
」
（
第
15
図
版
）
（
注
30)
に
よ
っ
て
判
明
す
る
「
蛇
石
一
里
塚
」
・
「
塩
俵
欠

一
里
塚
」
に
つ
い
て
は
、
再
三
に
亘
る
安
代
町
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
委
員
八
幡
秀
男
氏

等
の
現
地
踏
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
確
認
の
状
況
で
、
今
回
の
調
査
で
も
判
明
し
な
か
っ

田
山
字
折
壁
地
内
の
盛
岡
藩
領
内
番
所
跡
(1131)
は
、
国
道
二
八
二
号
線
の
拡
幅
に
よ
っ
て

遺
跡
は
消
滅
し
た
。
現
在
道
端
に
「
田
山
御
番
所
跡
」
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

兄
畑
字
館
市
地
内
に
館
市
館
跡
が
所
在
す
る
。
館
の
東
側
麓
の
一
隅
に
数
基
分
の
宝
簑
印

塔
が
の
残
鋏
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
調
査
を
必
要
と
す
る
。

秋
田
県
境
付
近
の
街
道
筋
は
現
国
道
と
一
致
し
て
整
備
さ
れ
、

旧
状
は
不
詳
と
な
っ
て
い

31 
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江
戸
時
代
の
古
民
家
を
利
用
し
て
、
安
代
町
内
に
所
在
す
る
生
活
民
俗
資
料
を
中
心
に
、

同
町
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
収
集
し
た
行
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
主
な
収
蔵
資
料

漆
採
集
関
係
用
具

占
来
、
当
地
方
の
代
表
的
産
物
で
あ
る
浄
法
寺
漆
器
の
生
産
地
は
安
代
町
で
あ
る
。

当
館
に
は
広
く
町
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
漆
に
関
す
る
資
料
は
ほ
ぽ
全
製
作
過
程
を
理

解
出
来
る
膨
大
な
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
収
蔵
さ
れ
た
賓
料
は
目
下
柏
理
分

類
中
で
、
そ
の
整
理
さ
れ
た
一
部
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
漆
に
閃
す
る
占
文
献
・
参
考
脊
料
の
収
集
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
岩
手
県
内
に

お
い
て
は
、
他
に
余
り
例
を
見
な
い
歴
史
的
地
場
産
業
の
成
立
と
そ
の
過
程
を
紹
介
す

る
貴
屯
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
で
あ
る
。

農
業
閃
係
民
俗
賓
料
、
農
耕
機
具
類
、
連
搬
具
、
加
工
製
産
器
具
類
、
そ
の
他
諸
道

具
を
含
む
。

二
、
生
活
民
俗
関
係
資
料

家
事
・
衣
服
・
調
度
類
、
照
明
器
具
、
台
所
道
具
等
生
活
関
連
資
料

信
仰
関
係
資
料

3

同
木
地
挽
関
係
用
具
•
そ
の
製
品

岩
手
大
学
名
誉
教
授

岩

手

県

立

図

書

館

盛
岡
市
中
央
公
民
館

滝
沢
村
教
委
社
教
主
事

↓ J j 
盛
岡
市
文
化
財
調
査
員

（
敬
称
略
）

阪

下

啓

司

小

野

が

時

芙

菊

池

義

尚

， ーー

主
ボ

今

松

伸

同

館
長
補
佐

笹

島

弘

夫

2

漆
器
生
産
関
係
用
具
•
そ
の
製
品

板

橋

ー

意
を
表
し
ま
す
。

一
、
生
業
関
係
資
料

査
員
各
位
の
ほ
か
、
特
に
左
記
の
方
々
に
御
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
感
謝
の

項
目
を
列
品
す
る
と
、

鹿
角
街
道
の
凋
査
に
あ
た
っ
て
関
係
行
料
の
収
集
並
び
に
現
地
調
査
に
つ
い
て
表
記
の
調

付

記

管
理

安
代
町
教
育
委
員
会

な
行
料
の
保
全
が
憂
慮
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

建
物

木
造
萱
茸
直
家
造

四
七
•
五
坪
（
五
間
x

九
・
五
間
）

安
代
町
民
族
文
化
資
料
館

二
戸
郡
安
代
町
浅
沢
字
中
佐
井
所
在

街
道
に
沿
っ
た
公
開
施
設

な
ど
で
あ
る
が
、
館
に
は
専
従
学
芸
担
当
職
員
が
お
ら
ず
、
町
の
文
化
財
保
護
委
員
等
有
志

が
中
心
と
な
っ
て
収
集
柏
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
施
設
は
既
存
の
木
造
建
造
物
で
あ
り
、

陳
列
上
は
効
果
的
展
示
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
防
災
管
理
上
の
点
が
問
題
で
あ
り
、
貴
璽

そ
の
他
。

1

占
文
れ
日
・
絵
図
類
、
考
古
賓
料

三
、
歴
史
資
料

椋
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注

盛
岡
市
史
近
世
期
上
藩
の
財
政
経
済
組
織
森
嘉
兵
衛

岩
手
県
農
業
史
森
嘉
兵
衛
・
岩
手
県
熊
谷
印
刷
出
版
部

「
奥
南
旧
指
録
」
盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
本

4
.
1
6

南
部
藩
家
老
席
日
誌
「
雑
書
」
同
右

5
.
2
1

岩
手
県
並
木
史
田
中
喜
多
美
郷
士
研
究
学
会
flj

昭
和
22flJ

6
.
1
4
.
1
7
.
1
8
.
2
5

盛
岡
藩
「
御
家
被
仰
出
」
安
永
四
年
盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
本

藩
法
集
9

盛
岡
藩
上
藩
法
研
究
会
編
創
文
社
刊
昭
和
45
刊

7

「
流
霞
道
考
」
板
橋
源
奥
羽
史
談
46
号
昭
和
4
1
刊

8
.
3
1

「
郷
村
古

t
見
聞
記
」

2

諸
番
所
書
上
盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
本

「
陸
奥
国
南
部
領
郷
村
仮
名
付
帳
」
同
右

岩
手
県
史
近
批
編
2

盛
岡
藩
陸
上
交
通
岩
手
県
昭
和
38flj

9

「
封
内
貢
賦
品
」
（
本
毒
に
異
本
あ
り
）
古
沢
康
伯
写
本
（
盛
岡
市
公
民
館
蔵
）
•
阿
部
九

兵
衛
写
あ
り
。

1
0
"官
江
貞
澄
遊
覧
品
ー
東
洋
文
庫
本
一
八
五
頁
平
凡
社
刊

1
1
.
2
2

岩
手
県
歴
史
の
道
淵
任
報
告
書
「
奥
州
道
中
」
岩
手
県
文
化
財
調
在
報
告
第
36
集

岩

手

県

教

委

昭

和

54Hj

12

「
史
蹟
名
勝
天
然
品
念
物
」
所
属
年
次
大
正
1
1
1
1
5
岩
手
県
所
蔵
文
書
1
1
板

橋

源

資

料

に

よ
る
。

13

岩
手
郡
西
根
町
並
び
に
一
一
戸
郡
安
代
町
教
育
委
員
会
謁
書
に
よ
る
。

1
5
.
2
0

岩
手
県
史
5
巻

近

世

編

2

盛

岡

藩

岩

手

県

昭

和

38
刊

21

岩
手
県
史
6
巻

近

代

編

I
胆
沢
県
治
駅
逓
交
通
岩
手
県
昭
和
37
刊

23

「
内
史
咎
」
前
12

諸
士
屋
敷
割
横
川
良
助
編
岩
手
県
文
化
財
愛
護
協
会
和
年
48
刊

26

「
鹿
角
日
誌
」
松
浦
武
四
郎
著
古
田
武
三
編
時
巾
通
信
新
書
昭
和
44flj

27

「
北
行
日
記
」
闘
山
彦
九
郎
全
集
3
巻

村

田

五

郎

昭

和

28flJ

2
8
.
2
9

岩
手
郡
北
部
に
お
け
る
城
館
・
屋
敷
に
つ
い
て
近
谷
秀
雄

「
岩
手
郡
誌
」
名
蹟
篇
岩
手
県
教
育
会
岩
手
郡
部
会
昭
和
16
刊

「
花
輪
通
通
行
図
」
年
代
不
詳
盛
岡
市
公
民
館
所
蔵
本
鹿
角
街
道
の
概
要
を
知
る
上
で
貴

棺
な
資
料
で
あ
る
（
花
輪
槃
木
峠
間
）
。

30 3
 

2
 

昭
和
31刊

昭
和
54
刊
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蘊~. 一 第

3
図

版

四ツ家御門・舛形跡付近 （盛岡市本町通 丁目地内）

▲
 

夕顧瀬橋

（明治末古写真）

材木町側から上流方向を望む

奥州之内岩手郡栗谷川古城図 寛文8年 (1668) (同図部分・盛岡市公民館所蔵）
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抵
寸

回
姿

uc 



一~ 

鹿角街道起点付近 夕顛瀬片原—安倍館 上堂間 （盛岡城下絵図部分）

｀` 
菊塚一里塚 （滝沢村滝沢第13地割 ・岩手県立畜帝試験場敷地所在）

~ ・`、..,...虹 ャ ー I 

第

5
図

版

岩輩山供養 ・道標 安政2年 (1855)

（滝沢村滝沢字分レ所在）

9
.
と

塚ノ恨一里Ii (盛岡市厨川鍋屋敷・農林水産省林業試験場敷地所在）

亀

hi I 

鹿角街道巣子付近 （滝沢村滝沢第13地割）
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第

6
図

版

~ 

道ほ 文化6年 (1809) (西根町大更字松川地内）

（西根町大更字松川地内）

松川北岸 部落の大更道分岐点所在

左上写真の道標は左端の石碑である。

供養塔道襟文化14年 (1817)

（西根町田頭字向坂地内）
盛岡道 ・平笠道分岐点所在

供養塔・道標安永5年 (1776)

（西根町田頭字新館地内）
田頭道•寄木道分岐点所在
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田頭城跡 （西根町田頭） 田頭小学校位置か ら望む

第

7
図

版

（西根町田頭）

塞
の
神
塚
供
養
塔

天
保
4
年

（
一
八

（西
根
町
田
頭
字
谷
地
田
地
内
）

萩
折
付
近
の
鹿
角
街
道

．．
 

｀
 

.J̀ ヽ

V

六

rf

、貨
グ

<

• 

．ヽ
 

9

ーし．
3
9
.

＾ヽ
‘

ヽ

•

..
L
t

屯
r.
、
ら

／
ふ
T

.

ク
：r

．
す
・り
．．
 

，^
c
 

稲
荷
神
社
前
か
ら
谷
地
田
に
至
る

• 

遺
祖
神
塔

（西
恨
町
大
更
字
萩
折
地
内
）

（西
根
町
大
更
字
萩
折
地
内
）
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第

8
図

版

山崎一里塚 東側塚 ｛仝左）

上関 大宮神社 （西根町字上閲所在）

―ヽ

＇ 
•. 
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.
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.
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7
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り`
笠
苓
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• 
｀

じ‘

苓
y

ぐ
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ヽ
r面

邑

・
、
/．、

，いた

"
.
 

.
 
9

ー
・

、も‘

｛
必̀

7

.
 

r
2‘祀
メ

d
 .

.
 .

.，．

A
’
f
 

-̀

 
¥

“

,

ン

.'し
9, 
＊

、

t
 

Iii 

し
白坂観音堂 （西根町寺田字館聖福寺境内所在）

ビー ・

,., __ .. 

， 
.・ J墨

｀ 
--

山崎一里塚 西側塚 （西根町字山崎所在） （塚正北方から望む）

., 

＇ 

供養碑群 （幕末～明治期） （西根町字山崎地内）

堀切城跨 （西根町字堀切地内） 遠景中央部の台地
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lij
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•

へ
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も
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t
h
i
 
• 

• 
t
.t
1↑
ー

ゑ

お

r

,

．

qy
,仕

[il 

l . 
駄賃銭！員取証文 尾去沢御銅山御日払所宛寺田村御銀山宿平右衛門文書

（西根町寺田遠藤藤範家文書）

’
 

鹿角街道寺田駅所跡付近 （西根町寺田地内）

第

9
図

版

r
f.T
 

.'-' ~ 

岩手県指定文化財 ・工芸品 線刻五尊｛象鏡（瑞花双鳳八棧鏡）」

（西根町教育委員会保管） （白坂出土）

'

,

 

.. 

1111・

岩手県指定 ・彫刻 「木追地蔵菩薩立i飢
（西根町寺田字館聖福寺所在）
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図

版

白
坂
観
音
堂
路
・
経
塚
所
在
地

[;;--
• :...:'., ら
: ·· -.~:.~ 

-・ ＼ 

鵬 一・~ ■ 
い
か
．
｀

冒

“
 

ぃ

｀

●

、’

p

`

 
.‘
 

~
.` 

』、
嶋ヽ 冒

、
9

-霞9
'. :、‘‘

d 
,._ 止

新田一里塚跡 （西根町寺田字新田地内）

• 

白坂観音堂餅

念
仏
供
養
塔

(
-
八

0
五

西
根
町
寺
田
字
蒼
前
地
内
）

寺田蒼前神社

、9

霞口 ，． 
·•. 

・`ー ・ . -... ヽ
．、

・'¥':'ぐ．．贔
へらヽ__ .,. . . 

．． 
• こ ・._'-.. -・ .~ -. .. 

．ヽ. • . 
,~; - 、 ・・

... 
·• 今 ・.-.. 

.;_. .. ,. ," ... 
冷釘~:-: ·和.r -盆入_,j-:・.:、、. . . • ;, ~--·-:~\-,,.·'•'!, .,:..'-.,・¥ .... , 叫

白坂薬師堂山 （中央）を望む

i, 
噌 一―-（西根町寺田字蒼前地内）

_
 

~' 
内也

.

j
 

〒
田

｀

新二
，．
寺町根ほ
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七
時

雨
山

「
車

ノ
走

峠
」

留
ノ

沢
一

里
塚

所
在

地
白

坂
登

は
ん

口

鹿
角

街
道

七
時

雨
山

道
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12
図

版

i .,, .. ,.x.・,,. -,,n,;; - ..... , 

東側塚 （西根町寺田字留の沢所在）

鹿
角
街
道
七
時
雨
山
道

・
マ
ダ
林
坂
道
付
近

で

．．
 

（西
根
町
側
七
時
雨
山
中
）

道
標

天
保
三
年

金
毘
羅
山
・

不
動
明
王
・
岩
輩
山

・
右
か
づ
の
江

・
左
不
動
江

（
一
八
三

二
）
七
時
雨
山
道
の
不
動
滝

・
桜
松
神
社
参
道
分
岐
点

・

（西
根
町
寺
田
七
時
雨
山
留
の
沢
所
在
）

ら沿

汲

魯

己

‘―
•
E・

七時雨山道の塞の神石群（西根町指定文化財）

ヽ
贔 ． 

口l ID 
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